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午前１０時０１分 開議

────────────────────────────────────

◎開会宣告

本日をもって招集されました平成２２年第３回遠軽町議会を開会○議長（前田篤秀君）

します。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

直ちに、本日の会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎諸般報告

会議に先立ち、局長をして諸般の報告をいたします。○議長（前田篤秀君）

御報告をいたします。○議会事務局長（伯谷正明君）

ただいまの出席議員は、１８人であります。

本日の列席者は、佐々木町長、富永教育委員長、秋保代表監査委員、石丸農業委員会会

長であります。

次に、地方自治法第１２１条の規定による説明員、議会事務局からの出席者、監査委員

の平成２１年度及び平成２２年度例月出納検査の結果、教育委員会の活動状況及び点検・

評価報告、水道料金の債権放棄の報告、議長の執務、閉会中における各委員会の活動状況

につきましては、別紙印刷の上、お手元に配付のとおりであります。

なお、説明員につきましては、案件により参事、主幹及び総合支所の課長等が入ること

もありますので、御了承願います。

次に、本定例会の日程は、第３４までとなっております。

なお、追加議案等が予定されておりますので、あらかじめ御連絡を申し上げておきま

す。

以上で報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。○議長（前田篤秀君）

本日の会議録署名議員には、会議規則第１１８条の規定により、岩澤議員、杉本議員を

指名いたします。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定について

日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。○議長（前田篤秀君）

本件について、議会運営委員長の報告を求めます。

高橋義詔議会運営委員長。

－登壇－○１６番（高橋義詔君）



－ 5 －

《平成２２年６月２１日》

御報告いたします。

本日をもって招集されました平成２２年第３回遠軽町議会定例会の会期につきまして

は、６月１６日午後２時より議会運営委員会を開催し、審議の結果、本日から６月２３日

までの３日間と決定いたしました。

また、追加議案、意見書等につきましては、それぞれ調整の上、本日、６月２１日午後

５時までに事務局へ提出されるよう、お願いいたします。

以上、御報告申し上げます。

お諮りいたします。○議長（前田篤秀君）

本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から６月２３日までの３日間と

いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、会期は、本日から６月２３日までの３日間と決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 町長の行政報告及び提出案件要旨説明

日程第３ 町長の行政報告及び提出案件要旨の説明を求めます。○議長（前田篤秀君）

佐々木町長。

－登壇－○町長（佐々木修一君）

平成２２年第３回遠軽町議会定例会の開会に当たり、議員の皆様には、大変お忙しい中

御参集いただき、厚くお礼申し上げます。

初めに、第２回遠軽町議会臨時会以降における行政について御報告いたします。

口蹄疫の状況と遠軽町における対応についてでありますが、ことしの１月以降、中国、

台湾、韓国で発生した口蹄疫は、その後４月に宮崎県の繁殖農家で擬似患畜が確認されて

以来、現在なお終息の兆しを見せない状況にあります。

国は、５月１７日に口蹄疫対策本部を設置し、我が国初の殺処分を前提としたワクチン

接種を実施しており、宮崎県における５月末日現在の発生状況は、牛、豚、やぎ等で１６

万４,０５７頭に上っています。

一方、北海道庁及びオホーツク総合振興局にも５月２１日付で口蹄疫侵入防止対策本部

が設置されるとともに、管内においては、オホーツク総合振興局家畜伝染病防疫連絡会議

が開催され、管内市町村と対応策等について協議がなされております。

また、町の対応ですが、町内の全畜産農家に対し、ウイルス侵入防止対策の徹底を周知

するとともに、直ちに聞き取り調査を実施し、全頭異常がないことを確認したところで

す。

防疫体制につきましては、遠軽町農業推進協議会畜産部会が中心となり、全畜産農家に

対して石灰及び消毒薬を配布するとともに、５月２７日に開催しました遠軽町家畜自衛防

疫組合総会において、発生した場合における各関係機関の役割等について再確認し、ウイ
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ルス侵入防止対策に万全を期すことを申し合わせたところであります。

さらには、入牧を終えている町内の公共牧場に通じる町道の通行規制を行うとともに、

役場庁舎、各総合支所庁舎を初め、特に町外からの来庁者の多い公共施設等の出入り口に

消毒マットを設置し、ウイルスの侵入防止に努めているところであります。

町民並びに関係機関の皆様に御理解と御協力をお願いするとともに、一日も早い終息を

望むものであります。

次に、観光及び産業振興についてでありますが、４月２９日に、太陽の丘えんがる公園

及び丸瀬布森林公園いこいの森をオープンしたところです。太陽の丘えんがる公園では、

虹のひろば管理棟において、オープンイベントを行ったほか、いこいの森では、半年ぶり

にＳＬ雨宮２１号を運行したところです。高規格道路の開通に伴い、札幌、旭川方面から

の交通量がふえており、本格的な観光シーズンを迎え、入り込み客の増加と経済の活性化

が期待されるところです。

６月６日には、丸瀬布平和山公園及び弘政寺において、第３８回まるせっぷ藤まつりが

開催されました。花の開花におくれはあったものの、当日は久々の好天に恵まれ、町内外

から大勢の人々が来場し、吹奏楽の演奏や歌謡ショーで大いににぎわったところでありま

す。

また、地域資源を活用した産業の振興を目的として、本年２月に町も参加をして発足し

ましたオホーツクえんがる産業振興協議会において、第一弾の取り組みとして５月１０日

から６月３０日までの期間、匠のアスパラ料理フェアを実施しており、町民の皆様から御

好評をいただいているところであります。

次に、白滝地域で発生しましたヒグマによる家畜の被害についてでありますが、５月５

日早朝、東白滝の畜産農家において、牛１頭が肥育牛舎内でヒグマに襲われ死亡している

のが発見されました。

このことから、町、えんゆう農業協同組合、遠軽警察署、猟友会等が連携し、肥育牛舎

周辺に電気さく、爆音機及び箱わな２基を設置するとともに、ハンターによる巡回警備等

を行ったところです。

また、周辺に熊出没注意ののぼり旗を設置し、地域住民への周知を行うとともに、山菜

採りに訪れる方に対し、注意喚起を行ったところです。

ヒグマによる家畜被害は、昨年も同じ肥育牛舎において発生しており、被害に遭われた

畜産農家の方に心からお見舞い申し上げます。

また、昼夜を問わず被害防止等に対応いただいた関係機関の皆様に、心から感謝を申し

上げます。

なお、ヒグマについては、遠軽町内全域が生息地でありますので、今後とも関係機関の

皆様の御協力をいただきながら、生活安全の確保、農業被害の防止に努めてまいりたいと

考えております。

次に、自衛隊関係についてでありますが、平成２２年度末をめどに、現防衛計画の大綱
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見直しと中期防衛力整備計画の策定が進められるのを受け、５月１４日、東京都におい

て、北海道駐屯地等連絡協議会主催の北海道の自衛隊体制維持を求める中央総決起大会が

開催され、自衛隊協力諸団体とともに参加してまいりました。大会には、道内選出の国会

議員を初め、市町村長など約４５０人が参加し、大会決議を全員一致で採択し、その後、

民主党、防衛省に要請活動を行ってまいりました。

今後も、関係団体と連携を図り、存置活動に積極的に取り組んでまいります。

次に、子ども手当の申請状況についてでありますが、子ども手当につきましては、次代

の社会を担う子供の健やかな育ちを支援する制度として、児童手当制度にかわり、ことし

の４月１日から実施されております。

支給対象が小学校終了までの子供から中学校終了までの子供に拡大され、児童手当制度

で設けられていた所得制限が撤廃されたことにより、新たに申請が必要と見込まれる７６

５世帯に申請書を送付したところであり、５月末日現在２９６世帯から申請があったとこ

ろであります。

なお、申請があった世帯につきましては、６月１０日に１回目の支給をしております

が、申請をされていない世帯につきましては、９月３０日を過ぎると満額支給を受けるこ

とができなくなるため、広報、ホームページ、学校等を通じて周知を行い、申請漏れがな

いように努めてまいります。

次に、株式会社遠軽農業振興公社についてでありますが、５月２１日開催の第２１回定

時株主総会におきまして、代表取締役社長、取締役副社長、取締役専務が辞任されたこと

に伴い、後任取締役の選任が行われ、取締役に私と、菅井えんゆう農業協同組合理事、高

嶋経済部長が選任されました。

また、同日開催されました取締役会において、代表取締役社長に私が、取締役副社長に

菅井えんゆう農業協同組合理事が選任されましたので御報告いたします。

次に、株式会社フォーレストパークについてでありますが、株式会社フォーレストパー

クは、第三セクターとしてロツクバレースキー場の管理運営を行ってきましたが、昨年８

月の臨時株主総会において、将来の経営を勘案すると町による管理運営が望ましいとの考

えから、財産を町に売却し会社を解散するという方針が決定されました。

この会社の方針を受け、町として今後の方向性を検討してまいりましたが、教育的・社

会的にも、また観光施設として重要な施設であるロックバレースキー場は、今後も存続し

ていく必要があると判断いたしました。

このため、指定管理者制度の導入を前提に、株式を町が取得し、町出資１００％の会社

として管理運営していくという方針を議会各委員会に説明させていただき、御理解をいた

だいたところですが、管理、資格などの課題を解決するまでに時間を要するため、指定管

理者を指定するまでの間、これまでどおり運営してまいりたいと考えておりますので、御

理解をお願いいたします。

なお、株式取得にかかる予算については、本議会において提案するのものであります。
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また、５月３１日開催の第１５期株主総会におきまして、任期満了に伴う役員改選が行

われ、取締役に佐々木遠軽商工会議所会頭、渡辺えんがる町観光協会会長、高橋遠軽町体

育協会副会長、広井副町長が選任され、同日開催されました取締役会において、代表取締

役社長に広井副町長が選任されましたことをあわせて御報告いたします。

次に、本議会に提出いたしました議案の大要について御説明申し上げます

報告第１号から報告第３号につきましては、株式会社生田原振興公社、株式会社遠軽農

業振興公社及び株式会社フォーレストパークからそれぞれの経営状況について報告を受け

ましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき議会に報告するものであり

ます。

報告第４号から報告第６号の繰越明許費繰越計算書につきましては、平成２１年度遠軽

町一般会計、平成２１年度遠軽町簡易水道事業特別会計及び平成２１年度遠軽町公共下水

道事業特別会計にかかる繰越明許費について、地方自治法施行令第１４６条第１項の規定

により、それぞれ翌年度に繰り越しましたので、同条第２項の規定により繰越明許費繰越

計算書を調製し、議会に報告するものであります。

承認第１号から承認第３号の専決処分の承認を求めることにつきましては、地方交付

税、地方譲与税及び道支出金等の確定に伴い、平成２１年度遠軽町一般会計補正予算（第

１１号）、平成２１年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）及び平成２１年

度遠軽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を専決処分いたしましたので、議会

の承認を求めるものであります。

承認第４号及び承認第５号の専決処分の承認を求めることにつきましては、平成２２年

度老人保健拠出金の確定に伴い、同拠出金の納付に急を要したため、平成２２年度遠軽町

一般会計補正予算（第２号）及び平成２２年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）を専決処分いたしましたので、議会の承認を求めるものであります。

議案第１号表彰につきましては、遠軽町表彰条例に該当いたします対応者の表彰につい

て、議会の議決を求めるものであります。

議案第２号北海道市町村備荒資金組合規約の変更、議案第３号北海道市町村職員退職手

当組合規約の変更、議案第４号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更、議案

第５号北海道市町村総合事務組合規約の変更及び議案第６号網走地方教育研修センター組

合規約の変更につきましては、北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に

伴い、それぞれの規約の変更について協議したいので、議会の議決を求めるものでありま

す。

議案第７号遠軽町過疎地域対策のための固定資産税の課税免除に関する条例の制定につ

きましては、過疎地域自立促進特別措置法の期限延長に伴い、引き続き固定資産税の課税

免除を行うため、条例を制定するものです。

議案第８号遠軽町行政改革推進委員会条例の制定につきましては、地方自治法第１３８

条の４第３項の規定に基づき、町の行政改革の推進に関する事項を調査、審議する附属機
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関を設置するため、条例を制定するものです。

議案第９号遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の一部を改正につきましては、行

政組織の事務分掌の変更に伴い、条例の一部を改正するものです。

議案第１０号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正及び議案第

１１号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につきましては、地方公務員の育

児休業等に関する法律の一部改正に伴い、条例の一部を改正するものです。

議案第１２号遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正

につきましては、地方公務員法の一部改正に伴い、条例の一部を改正するものです。

議案第１３号遠軽町税条例の一部改正、議案第１４号遠軽町都市計画税条例の一部改

正、議案第１５号遠軽町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、地方税法等の一

部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、条例の一部

を改正するものです。

議案第１６号遠軽町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の

一部改正につきましては、身体障害者福祉法施行規則の一部改正に伴い条例の一部を改正

するものです。

議案第１７号遠軽町収入証紙条例の一部改正につきましては、廃棄物の処理に関する清

掃手数料取り扱いの区分の追加に伴い、条例の一部を改正するものです。

次に、議案第１８号平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第３号）の主なものについ

て御説明いたします。

歳出につきましては、危機管理指導員の配置にかかる人件費、庁舎暖房用真空ポンプの

取りかえにかかる経費、株式会社フォーレストパークの民間株式取得にかかる経費、遠軽

町社会福祉協議会が建設する小規模多機能型居宅介護施設にかかる補助金、国の緊急経済

対策として継続された女性特有のがん検診推進事業にかかる経費、緊急雇用創出事業にか

かる経費、丸瀬布林産協同組合が主催する木芸館開館２０周年記念事業にかかる補助金及

び３月２１日の強風被害によるロックバレースキー場ポンプ室修繕にかかる補助金等を計

上したところです。

歳入については、国庫支出金、道支出金、寄附金、繰入金、繰越金等を補正し、寄附金

については、寄付者の御意志に沿いまして、目的の基金に積み立てをするものです。

認定第１号平成２１年度網走支庁管内町村交通災害共済組合一般会計歳入歳出決算認定

につきましては、同組合が平成２２年３月３１日をもって解散したため、地方自治法施行

令第５条第３項の規定により、監査委員の意見書を付して、議会の認定を求めるもので

す。

以上が、本議会に提出いたしました議案の大要であります。

なお、工事請負契約の締結等について追加提案いたしたいと考えておりますので、あら

かじめ、御承知おきくださいますようお願い申し上げます。

御審議を願う議案につきましては、その都度、担当部課長から詳細に御説明いたします
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ので、御協賛賜りますようお願いを申し上げます。

以上で、第３回遠軽町議会定例会の行政報告と提出案件要旨の説明を終わらせていただ

きます。

────────────────────────────────────

◎日程第４ 報告第１号

日程第４ 報告第１号株式会社生田原振興公社の経営状況につい○議長（前田篤秀君）

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

石川生田原総合支所長。

報告第１号株式会社生田原振興公社の経営状況報告○生田原総合支所長（石川弘美君）

について説明いたします。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、株式会社生田原振興公社の経営の状況

を次のとおり報告いたします。

別紙１が平成２１年度の事業報告書、別紙２が平成２２年度の事業計画書であります。

それでは、別紙１の第１９期平成２１年度事業報告書から説明いたします。

事業期間は平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までであります。

１ページをお開き願います。

１、事業全般の状況について要約して報告いたします。

まず、ノースキング入浴利用者についてであります。年間利用実績は約１カ月間のろ過

器取りかえ工事で入浴できない影響もあって、前年に比べ１,８０２人減の５万４,６９０

人、宿泊利用者につきましては、前年に比べ１,５７３人減の９,０５０人となりました。

次に、ちゃちゃワールド入館利用者についてでありますが、新たにカプラを購入し、イ

ベントや企画展を開催をするとともに、旅行業者へ営業・販売促進に努め、入館者の増員

に取り組みましたが、新型インフルエンザの影響もありまして、年間利用実績は前年に比

べ４６５人減の２万２,６８９人となりました。

売店売り上げ等につきましては、館内の販売だけではなく、えんがる町観光協会や民間

業者へ積極的な営業を行い、生キャラメル、チーズケーキ、木の砂場などの販売に努力を

し、その結果、売店売り上げとその他売り上げを合わせまして、４,８９７万円で、前年

度にくらべ１,４０７万円増加となりました。

一般管理費につきましては、原油価格も落ち着き、また、経費節減に努めた結果、前年

に比べ１,２２６万円減の１億２,１２８万円となり、総体の売り上げは１億４,９２４万

円、経常利益は６９万円と増収、増益となりました。

しかし、ノースキング及びちゃちゃワールド館内の公社が所有する設備備品を売却する

に当たり、温泉設備、水中ポンプにつきましては、平成５年度から平成２０年度まで補助

金として支払いを受けていたため、寄附することとし、その他の財産につきましては、売

却した結果、合わせて２,５５６万円の特別損失が計上されました。
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以下、年間集客数及び役員会等、３ページに会社の概要、４ページ、株主名簿、５ペー

ジ、ノースキング及びちゃちゃワールド館の利用実績につきましては、御参照願いたいと

思います。

次に、６ページ、貸借対照表について、資産の部より説明をいたします。

流動資産については、現金及び預金から未収金まで、合わせて３,２０８万２,５８９

円、固定資産は有形固定資産のリース資産と建物で、合わせて６４万７,１２７円、無形

固定資産は電話加入権で７万６,４４０円、投資等は出資金の１万円で、資産合計は３,２

８１万６,１５６円であります。

次に、負債の部についてであります。流動負債は、買掛金から未払消費税まで合わせて

２,５１８万５,４５２円で、同額が負債合計であります。

次は、純資産の部についてであります。

株主資本につきましては、資本金が３,０００万円、利益剰余金の利益準備金が１７０

万円、繰越利益剰余金がマイナス２,４０６万９,２９６円で、純資産合計は７６３万７０

４円であります。

これによりまして、負債・純資産の合計額は資産合計と同額の３,２８１万６,１５６円

であります。

７ページをお開き願います。

損益計算書について説明をいたします。

純売上高は、売上で１億４,９２３万７,０１２円、売上原価は期首棚卸高に仕入れを加

え、期末棚卸高を差し引いた３,７２２万７,４５３円で、売上高から売上原価を差し引い

た売上総利益は１億１,２００万９,５５９円であります。

次に、販売費及び一般管理費は、職員給料手当から雑費まで、合わせて１億２,１２７

万７,９３１円で、売上総利益からその金額を差し引いた営業損失は９２６万８,３７２円

であります。

営業外収益は受取利息から住宅家賃収入まで、合わせて１,０４３万７５円で、営業外

費用は支払利息が４６万６,９１６円でありますので、営業損失に営業外収益を加え、営

業外費用を差し引きますと、経常利益は６９万４,７８７円であります。

特別損失についてでありますが、固定資産売却損が９３３万３,８７５円、寄附金が１,

６２２万３,９２８円、合わせて２,５５５万７,８０３円が特別損失であります。

経常利益が６９万４,７８７円に特別損失２,５５５万７,８０３円、法人税等充当額２

０万６,０００円を加えますと、当期の純損失は２,５０６万９,０１６円であります。

９ページをお開き願います。

このページは、損益計算書の売上明細であります。説明は省略いたしますので、御参照

願います。

１０ページの株主資本等変動計算書についてであります。

資本金の前期末残高は３,０００万円、利益準備金１７０万円については変動ありませ
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んので、当期末残高と同額であります。その他利益剰余金の繰越利益剰余金は、前期末残

高９９万９,７２０円、当期純損益金がマイナス２,５０６万９,０１６円でありますの

で、当期末残高はマイナス２,４０６万９,２９６円となります。

以上により、株主資本合計は、７６３万７０４円となり、純資産合計も同額でありま

す。

１１ページをお開き願います。監査報告書につきましては、記載のとおりですので、お

目通し願います。

次に、別紙２、第２０期、平成２２年度事業計画について説明いたします。

事業期間は平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までであります。

１ページをお開き願います。

株式会社生田原振興公社の事業方針であります。

まず、ノースキングにつきましては、平成２２年度から２４年度までの３年間、指定管

理者の指定を受けましたので、協定書に基づき施設の管理運営を行い、宿泊、入浴等の利

用促進とサービス向上に努めてまいります。

ちゃちゃワールドにつきましては、本年度も管理業務の一部を受託しておりますので、

入館料の徴収業務、企画展の開催のほか、木のおもちゃづくりの指導や物品の販売促進に

努めてまいります。

以下、事業方針につきましては、記載のとおりでありますので、お目通し願います。

３ページをお開き願います。

平成２２年度株式会社生田原振興公社の収支計画書について説明いたします。

まず、収入についてでありますが、売り上げは入浴売上から受取委託料まで１億４,５

６１万２,０００円を見込んでおります。

営業外収益は、施設維持負担金から雑収入まで、１,０４３万８,０００円を見込み、収

入総額を１億５,６０５万円とした計画となっております。

次に、支出についてであります。

仕入れにつきましては、２,９５５万円、販売費及び一般管理費は人件費として職員給

料手当から旅費交通費まで４,４６３万円、維持物件費は水道光熱費から減価償却まで７,

１７８万円、諸費は交際費から雑費まで７７７万円を見込み、合わせて１億２,４１８万

円であります。

営業外費用は、支払利息２０万円、利益を２１２万円と見込み、総額を１億５,６０５

万円とした計画となっております。

以上で、株式会社生田原振興公社の経営状況報告の説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

荒井議員。

１点だけ確認をさせていただきたいのですが、今のノースキン○１３番（荒井範明君）

グの関係で、生田原振興公社の関係ですけれども、８ページ、損益計算書ですけれども、
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この一番下のほうに、特別損失ということで固定資産売却損と寄附金というふうに計上さ

れておりますけれども、先ほどの説明の中では、温泉設備水中ポンプは寄附としてという

ふうにありますので、これ設備は無償譲渡したということなのですけれども、この場合に

寄附金という計上の仕方が適正なのかどうかですね。過去には遠軽農業振興公社ふぁーら

いと部門も寄附金というふうに扱っていたのですけれども、この場合は固定資産の無償譲

渡ですから、むしろ売却損で計上するほうが私は普通でないかなというふうに思いますけ

れども、寄附金としてはその根拠というのは何か税法上ありますか。

石川生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

御質問にお答えいたします。○生田原総合支所長（石川弘美君）

ちょっと調べてみたのですけれども、まず、寄附金とは、法人税法上会社が行った金

銭、その他の資産を無償で供与することをいい、金銭による場合は金銭の額、金銭以外の

資産の場合は資産の価格とされております。したがいまして、今の御質問ですけれども、

資産人の譲渡についても、この寄附金に含まれるという解釈をしております。

以上です。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

高橋議員。

８ページの損益計算書売上明細の部分ですが、その他売り上げ○１６番（高橋義詔君）

ちゃちゃワールドの１,６００万円とあるのですが、その内訳を教えていただきたいとい

うふうに思います。

それから、ちゃちゃワールドの入館料というのはどこに計上されているのかという部

分。それともう１点が、予算のほうの計画のほうの３ページの、これも同じく収支計算書

のその他売り上げ、前年度実績が掛ける４９％というふうになってますので、その部分に

ついての御説明をお願いします。

石川生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

まず、１点目のその他の売り上げの内訳についてで○生田原総合支所長（石川弘美君）

ございます。

木のおもちゃの関係が、報告書の中でもちょっと説明を加えておりますけれども、ネッ

ツトヨタさん、この会社につきましては長いおつき合いがございまして、新たにお店を増

築といいますか出店といいますか、そういうときに木のおもちゃを買って、キッズコー

ナーですとか、あるいはショールームの中にこのおもちゃを設置をしているということで

ありまして、ネッツトヨタさんでは約１,１３５万円、そのうちちょっと逆から申し上げ

ますと、ここにはノルディックのプリンとかチーズ、これも含めて売っております。その

プリン、チーズが２６６万９,０００円ですから、９００万円ぐらいが木のおもちゃとい

うことになろうかと思います。そのほかに佐川のアドバンスというところも先ほど説明の

中で説明しておりますが、これは木のおもちゃで２６８万８,０００円、そのほかにもう

１社大きいのがございまして、ここがチーズケーキなのですけれども、２２３万５,００
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０円。あと金額的には少ないのですけれども、その他ということで、木のおもちゃですと

か、カレンダー類が４３万４,０００円程度というところが大きいところでございます。

それと、２点目のちゃちゃワールドの入館料につきましては、これ町の収入ですので、

ここには計上はされておりません。

最後の御質問ですけれども、その他売り上げの４９％といいますのは、逆に言います

と、８００万円の予算ということで、逆算をして約５０％ぐらいかなという数字でござい

ます。特に根拠があっての４９％という数字ではございません。

以上であります。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

黒坂議員。

２点ほどお聞きいたしますけれども、今、ちょうどその他の売り○５番（黒坂貴行君）

上げの説明いただいたのですけれども、まず、８ページ、固定資産売却損とあるのです

が、これはもちろんこの前の公社と町側の売買で出た売却損だと思いますけれども、平成

２１年１０月の段階で３００万円処分している数字がありますが、これはこの売却損の中

に含まれているかどうかというものと、もう１点、６ページの貸借対照表にあるのですけ

れども、貯蔵品が１,５００万円、期末残高も同じ金額なのですが、先ほど、その他の売

り上げ１,６００万円の内訳の引いた中で、貸借対照表の中の買掛金が去年よりもかなり

ふえていると。それに伴いまして、売掛金もふえているのですけれども、この買掛金と売

掛金の何百万円単位でふえているここの、どういった理由というか内訳をできれば教えて

いただきたい、２点です。

石川生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

まず、買掛金のほうから説明をいたします。○生田原総合支所長（石川弘美君）

これは買掛金、ノースキングとちゃちゃワールドの二つに分かれるわけですけれども、

ノースキングについては、全体で５７万９,０００円ということで、これにつきましては

３月仕入れ分の４月支払い分ということで、買掛金となってございます。金額的には５７

万９,０００円であります。

次に、ちゃちゃワールドの買掛金で大きいところなのですけれども、先ほどもその他の

売り上げでも一部申し上げたところなのですけれども、３月仕入れいたしましたノル

ディックファームのチーズケーキですとか生キャラメル、これが大体２２０万円、そのほ

かに木のプールの代金が、これが３２０万円、大きいのはその２社でありまして、あとそ

のほかにも個別的に売りました木のプール、これが９０万７,０００円、また同じく木の

球、木球なのですけれども、これが６８万円などとなっておりまして、買掛金のちゃちゃ

の合計が７５２万円ということになっておりまして、基本的には３月仕入れをした部分と

いうことでございます。

それと、最初言われました１０月に３００万円というのはちょっと、もう一度御質問お

願いできませんでしょうか。
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暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午前１０時４５分 休憩

──────────────

午前１０時４６分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

石川生田原総合支所長。

それでは、売掛金について説明をいたします。○生田原総合支所長（石川弘美君）

これも同じくちゃちゃとノースキング二つに分かれてございます。それで、ノースキン

グについては全体で総額で１１７万７,０００円ということでございます。これにつきま

しては、ノースキングは共済組合の指定になっておりまして、３月宿泊分につきましては

４月請求というか、４月に収入になるということでございます。そのほかに一部それ以外

の部分もございますけれども、ほとんどが３月の宿泊に伴う指定補助金の売掛金というこ

とでございます。

次に、ちゃちゃワールドの売掛金につきましては、これも先ほどと説明の中でございま

したけれども、佐川アドバンスに対しまして木のプール、これが２６８万８,０００円で

あります。そのほか先ほども説明いたしましたが、民間のところにチーズケーキ、生キャ

ラメルなどの売掛金としまして２２３万５,０００円、これが大きなところでありまし

て、ちゃちゃの合計が５２７万５,０００円という内容となってございます。そのほかに

３月売り上げ分の手数料等もこの中に一部金額は少ないですけれども、約９万円近く含ま

れております。とりあえず売掛金については以上であります。

黒坂議員。○議長（前田篤秀君）

わかりました。○５番（黒坂貴行君）

ただ、その他の売り上げ、１,０００万円伸びた中でこれだけの金額の買掛・売掛金の

去年１００万円のところ８００万円、売掛金も１００万円のところ五百何十万円というふ

うにふえてますので、それが売り上げの中で回っていっているのかなというふうに判断し

たところで、この問題についてはいいですけれども、先ほどの固定資産売却損９３３万８

７５円のところで、以前ノースキングのカラオケセット、岩盤浴、もろもろを簿価の価格

２０年度末で３,５７０万円で、２１年度１０月末ということで３００万円を処分した形

をとって、３,２７０万円に対して計算された結果、この前町が買取価格として約３,００

０万円でしたか、それで買ったと。その簿価とここの２１年３月末の簿価の残が９３３万

円なのか、それの中には１０月で処分したである備品、細かい備品があったと思うのです

けれども、それはこの中に入っているかどうかということです。

石川生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

ちょっと質問の中身が十分理解をしていないのかも○生田原総合支所長（石川弘美君）

しれないですけれども、今回ちゃちゃの備品につきましては売却をいたしました。ノース

キングにつきましては、先ほど説明をいたしましたように水中ポンプですとか、温泉設備
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につきましては、これは無償といいますか寄附という形をとりました。それで、購入をい

たしましたのは、まず岩盤浴と音響設備ということで、これにつきましては、その時点で

ないものは処分をして整理をして、そして、あるものについてもう一度再評価をして、町

のほうに売り渡したということで、よろしいでしょうか、そういう経過を含めて説明をし

たわけですけれども、ということでよろしいでしょうか。

黒坂議員。○議長（前田篤秀君）

売却損で出ている金額、要するにこれだけで見ますと固定資産の○５番（黒坂貴行君）

３月末現在の、手元に資料がありまして、売却をするときの金額を算定するときに、細々

とした消耗品的なものを消却したと思うのですよ。処分というふうに書いてありますけれ

ども、什器、備品、音響設備等から２８１万５,９９９円、通信カラオケ、これ全額処分

という形で１９万８,７０７円、この３０１万４,７０６円が、この９３３万何がしの売却

損に含まれているかどうかということです。処分をしたのはただ投げて処分して、あと計

算の中で終わらせたと。

石川生田原総合支所長。○議長（前田篤秀君）

処分いたしました財産については、この中には含ま○生田原総合支所長（石川弘美君）

れてはおりません。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上をもって、報告第１号株式会社生田原振興公社の経営状況報告について、終わりま

す。

────────────────────────────────────

◎日程第５ 報告第２号

日程第５ 報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告○議長（前田篤秀君）

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

村本農政林務課長。

報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告に○農政林務課長（村本秀敏君）

ついて御説明いたします。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、株式会社遠軽農業振興公社の経営状況

を次のとおり報告いたします。

別紙１が平成２１年度の事業報告書で、別紙２が平成２２年度の事業計画書になってご

ざいます。

それでは、別紙１の平成２１年度の事業報告書から御説明いたします。

事業期間につきましては、平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まででござい

ます。
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１ページの事業概要につきましては、読み上げて報告いたします。

学田工場において実施した第２０期、平成２１年度の農産物加工事業につきまして御報

告いたします。

今期も地場農産物の冷凍加工を中心に、あわせて端境期の受託加工も実施してまいりま

した。

一昨年は比較的天候に恵まれた中で事業を行うことができましたが、今期は春からの記

録的な長雨や低温、さらには日照不足も重なったことから農作業が滞るなど、過去にもま

れな天候不順の年となりました。

そのため、主力品目でありますかぼちゃにつきましては生育が進まず、一部に根腐れ病

の発生が見られ、全体として小玉傾向になったため、原料の受け入れ及び加工数量とも計

画を下回る実績となり、加工数量ベースで計画対比８２.９％の取扱高にとどまりまし

た。

その他作物につきましても、天候不順の影響で全般的に収穫がおくれるなどにより、受

け入れ数量が計画を下回る品目が出ましたが、結果的に全体として取扱数量は少なかった

ものの、販売は比較的順調に推移し、計画売上高は確保することができました。

受託加工では、タマネギを継続して実施しましたが、むきタマネギにつきましては、ほ

ぼ計画どおりり受け入れ数量となりましたが、加工単価の高いスライスが少なかったた

め、売上高としては計画を下回る結果となりました。また、今期初めて露地アスパラガス

に取り組みましたが、春の遅霜の影響もありまして、受け入れ数量は少量にとどまりまし

た。

創業から２０年、地場産品の活用と販路確保を行い、消費者、取引先のニーズに即した

加工販売を心がけてきたところでありますが、食の安全・安心に対する関心が高い中で、

より一層安全で安心していただける製品づくりに努めていく必要があり、引き続き関係各

位の御支援と御協力を願うものであります。

次に、２ページの庶務概要につきましては、記載のとおりでありますので、説明は省略

させていただきます。

３ページにつきましては、株主名簿及び役員名簿でございますので、お目通しをお願い

いたします。

次に４ページは、原料・加工実績でありまして、こまつなからブロッコリーにつきまし

ては、公社独自の加工販売品で、処理日数の合計が１６３日、対前年実績１１７％となり

ましたが、加工数量は４６万２,９４８キログラム、対前年実績７３.８％となりました。

その他受託加工品タマネギのむき玉、スライスからアスパラまでですが、処理日数８１

日、対前年実績比６７％、加工数量３０万５,１２９キログラム、対前年実績７８.７％の

加工実績数となりました。

５ページは、貸借対照表でございまして、流動資産は、現金から立替金まで、合わせて

１億１７９万１,８５７円、固定資産は有形固定資産、無形固定資産、投資等を合わせま
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して６,０１１万１,１０５円で、資産の部合計は１億６,１９０万２,９６２円となってお

ります。

負債の部につきましては、流動負債が買掛金から未払給与まで１億７,８８７万２,８５

４円、固定負債が３１７万５,７２５円で、負債の部合計は１億８,２０４万８,５７９円

となってございます。

純資産の部としましては、資本金が５,０００万円、剰余金がマイナス７,０１４万５,

６１７円でありまして、株主資本はマイナス２,０１４万５,６１７円となってございま

す。

これによりまして、資産の部合計と負債、純資産の部合計は同額の１億６,１９０万２,

９６２円となってございます。

６ページの損益計算書について御説明いたします。

売上高につきましては、売上高から売上値引戻り高まで１億８,５５５万９,０９６円、

売上原価は期首製品棚卸高から期末製品棚卸高まで、１億５,１６５万９,２１８円とな

り、売上総利益は３,３８９万９,８７８円でありまして、販売費及び一般管理費が２,５

０３万７,０４５円を要しておりますので、営業利益は８８６万２,８３３円となります。

営業外収益は受取利息から雑収入まで１７万６,６０４円、営業外費用は支払利息割引

料、雑損失で４４３万８９２円となっておりまして、経常利益は４６０万８,５４５円と

なります。

この経常利益４６０万８,５４５円から固定資産売却損と固定資産除去損の特別損失２

６０万３１０円を差し引きますと、税引前当期純利益は２００万８,２３５円となり、法

人税及び住民税が４１万２,３４６円でありますので、当期純利益は１５９万５,８８９円

となります。

７ページ、８ページにつきましては、製造原価報告書、販売費及び一般管理費明細書で

ありますので、説明は省略させていただきます。

次に、９ページの株主資本等変動計算書について御説明いたします。

株主資本の内訳は、資本金が５,０００万円、繰越利益剰余金の前期末残高がマイナス

７,１７４万１,５６０円で、当期変動額が１５９万５,８８９円でありますので、当期末

残高がマイナス７,０１４万５,６１７円となってございます。

株主資本の合計でありますが、前期末残高がマイナス２,１７４万１,５０６円で、当期

変動額が１５９万５,８８９円でありますので、当期末残高はマイナス２,０１４万５,６

１７円となっており、純資産合計の当期末残高も同額のマイナス２,０１４万５,６１７円

となっております。

１０ページは監査報告でありますので、お目通しを願いたいと思います。

引き続き、別紙２をお開きください。

別紙２、第２１期、平成２２年度の事業計画書について説明をいたします。

これは平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの事業計画となってございま
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す。

事業方針につきましては、読み上げての説明といたします。

第２１期、平成２２年度につきましては、これまでと同様に地場農産物の取り扱いをメ

インとし、加工技術の向上、コストの低減を図りながら事業を進めてまいります。

農産物加工事業を取り巻く状況は、海外からの輸入加工食品の安全・安心に対する関心

度が高く、ポジティブリスト（残留農薬基準制度）を遵守している国内農産物、とりわけ

道産品への関心が一段と強くなってきてございます。

長期化する不況下にありまして、より一層良質な製品づくりを求められる中、当地域農

業への信頼確保と畑作農家の安全に向けて努力してまいります。

主力製品のかぼちゃの需要はややスローペースながら堅調に推移しており、さらに積極

的な売り込み拡大を進めてまいります。

また、当地域のイエスクリーン枝豆やインゲンについては、差別化を図ることや需要の

動向を見ながら品種品目の選定と情報交換を行うなど、販路拡大と売上増に努めるととも

に、多様化する消費者ニーズに対応できるよう生産体制を強化いたします。また、端境期

の受託加工品についても計画的な受注を図り、工場稼働率の向上並びに収益確保を目指し

てまいります。

２ページの原料確保計画書について御説明いたします。

かぼちゃからチンゲン菜までの原料数量を８９１トン、対前年実績１２４％。加工数量

を５４８トン、対前年実績比１２１％と見込んでございます。

受託加工につきましては、タマネギでの原料処理量を６００トン、対前年実績１６３

％、加工数量は３９０トン、対前年比１３９％を見込んだ計画となっております。

３ページは製造原価でありまして、原材料仕入高の材料費４,９２０万円、給与から福

利厚生費までの労務費が４,７３５万円、外注加工費で９０万円、消耗品費から雑費まで

の製造経費が４,９２２万円でありまして、総額１億４,６６７万円の計画となっておりま

す。

４ページにつきましては、販売費及び一般管理費でございまして、役員報酬から福利厚

生費までの人件費で１,０５８万円、消耗品から雑費までの経費で１,７６３万円を計画し

ており、全体経費で２,８２１万円となっております。

５ページにつきましては、見積損益計算書でありまして、純売上高は売上高及び委託加

工料で１億８,４４０万円、売上原価として当期製品製造原価の１億４,６６７万円で、差

し引きますと売上総利益は３,７７３万円の計画でございます。

販売費及び一般管理費を２,８２１万円と見込み、今期営業利益は９５２万円の計画で

ございます。

営業外損益は受取利息を５,０００円とし、営業外費用の支払利息、割引料を４３０万

円とし、経常利益を５２２万５,０００円と見込んだものとなってございます。

税引前当期利益を同額の５２２万５,０００円、法人税等を２０万６,０００円と見込
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み、当期利益は５０１万９,０００円の計画であります。

これによりまして、当期末処理利益及び損失は５０１万９,０００円と見込んでいるも

のであります。

以上で株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告書の説明を終わります。

１１時２０分まで暫時休憩いたします。○議長（前田篤秀君）

午前１１時０４分 休憩

──────────────

午前１１時１９分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

石川生田原総合支所長。

先ほど黒坂議員の質問の中で、特別損失に過去に整○生田原総合支所長（石川弘美君）

理をした財産について含まれているかという御質問に対し、訂正をさせていただきたいと

思います。

特別損失の固定資産売却損には、整理をいたしました財産、それらをすべて含まれてお

ります。公社の決算書では単に売却損ということで、これにすべてまとめられていますけ

れども、本来詳しく説明をするならば、売却損と除却損というふうに分けて記載すべきか

なというふうに思っておりまして、以後、そのようなことで指導したいというふうに思っ

ております。

以上でございます。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

荒井議員。

遠軽町農業振興公社について何点かお尋ねをいたします。○１３番（荒井範明君）

まず、昨年度の事業報告の貸借対照表、５ページになりますけれども、そこと、新年度

の事業方針の１ページについてお尋ねをいたします。

まず、貸借対照表のほうですけれども、今、ちょっと私、紙の上で筆算で自己資本比率

を計算したのですけれども、マイナスの８.６を超えるぐらいの自己資本比率なのです。

それで、新年度の事業方針１ページには、財務の健全化については一言もうたってないの

ですけれども、遠軽町が後ろ盾にいるから財務の健全化については取締役会で検討しなく

ていいという見解なのか、どうなのかということと、それから新年度の中にはこの施設を

改修する予定だというふうに３月にたしか聞いたはずなのですが、それが一言も入ってな

いのですけれども、この辺はどういうふうに理解したらいいのでしょう。２点お願いしま

す。

村本農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

まず、１点目の昨年の貸借対照表と比較してということ○農政林務課長（村本秀敏君）

で、財務の健全化についてなのですけれども、もちろん財務の健全化の町からのお金がつ

いたということで、健全化について何もしてないということではないということでござい
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ます。

ただ、昨年非常に悪い時期であっても、売上高のおかげで何とか収益も１５７万円上げ

ることができました。それにつきましては今年度も引き続き努力するというようなことで

は取締役会のほうでは論議されてございました。

それと２点目の施設の改修部分がということなのですけれども、３月の時点でもお話し

しましたけれども、あくまでも経営安定化資金、プラス施設の改修ということで説明した

ということで思ってございます。ですから、当該年度に加える部分を改修するということ

は事業計画の当該年度に上げるという方法もあろうかと思いますけれども、それはあくま

でもいわゆるまだ農産物の出来高によりまして、経営を黒、赤というのは大きく左右され

るものだということで理解してございます。

ですから、大幅な黒字を見込まれた場合には、やはり改修部分も充てる場合もございま

しょうし、大幅な赤字といいましょうか、不良実績ですね、そういったことで作物ができ

ない場合はやはり安定化に資金の関係で入れるということもあるということで認識してご

ざいます。

以上です。

荒井議員。○議長（前田篤秀君）

新年度の事業方針の中に、ことしの作物の出来高が取れ高とい○１３番（荒井範明君）

うのでしょうか、作況がどうなろうとも会社を継続していくという観点に立てば、財務の

健全化ということは当然事業方針の中に入れるべきだと思うのです。

それから、あわせて施設の改修という部分も含んで３月に遠軽町の新年度予算、この部

分に関してですよ、農業振興公社に関する予算が可決したわけですから、施設の改修につ

いてはこの事業方針の中にきちっとうたうべきではないかと思いますけれども、違います

か。

村本農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

財務の健全化をもちろん入れるべきということで、当然○農政林務課長（村本秀敏君）

そういうこともあろうかと思いますけれども、引き続き黒字経営を目指してということ

で、具体的な健全化指数を幾らにして累損は減らしてということが入ってないのも事実で

ございます。ただし、何回も申しますけれども、やはり作物の昨年の決算でも出てるので

すけれども、悪いなりにいろいろ中で御苦労されて黒字を出すような努力をしているとい

うことで、あえてこの事業計画書に触れていないのかなというふうなことでは思ってござ

います。

改修のほうもそうなのですけれども、全部やりますと億単位近い金額がかかるわけです

けれども、やはり優先順位、衛生関係ですね、そこら辺の指摘をされた部分でまたその中

で優先順位を考えるのと同時に、やはりどの程度の改修ができるかというのは決算見込

み、今年度の農産物のできぐあいによりまして、次年度の決算見込みを考えながら公社の

取締役会のほうで決められると思いますので、あえてこの中では現時点でどこの部分に幾
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ら、どこの部分に幾らと、そういう細かい事業計画はのっていないのかなということで、

思っております。

以上です。

荒井議員。○議長（前田篤秀君）

２番目の質問のほうですけれども、取引先の相手が施設を見に○１３番（荒井範明君）

来て、ここを改修してほしいという希望があったわけですよね。最低限それにこたえない

とことしの取引にもかかわるのではないでしょうか。ですから、細かく出せと言っている

わけではありません。最低限ここは直したいという意思表示が事業方針の中にあってもい

いのではないかなと思うのですけれども、そうでないと今までの取引の相手から、これが

クリアされてないと取引しませんよというふうになるのではないでしょうか。既存の設備

のままで取引を拡大したいといっても、相手は承知しないというふうに思いますけれど

も、いかがですか。

村本農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

当然昨年までも毎年そうなのですけれども、日本食品や○農政林務課長（村本秀敏君）

なんか、お客様が施設を見られまして改善項目、多い場合は三十五、六点指摘されている

部分がございます。その中で、簡易的なものはそれぞれその年度に処理してきてございま

す。今一番、荒井議員おっしゃっているとこの部分なのですけれども、実はやはり内部改

修といいましょうか、トイレの部分は非常にお金がかかるということで出てますので、少

なくても旧農協の建物の部分、一度天井が裂けた部分ございます。いわゆる光の関係とご

みの関係なのですけれども。ですから、公社の内部におきましては、今年度少なくても作

業員さんの効率を考えて天井を低くして、なおかつ蛍光灯やなんかも明るくすると。その

ことがごみの飛散やなんかにつながるのではなかろうかと。そして、その結果、まだ黒字

が若干改修に向けれるのがありますれば、トイレのつい立てですとか、今現在ビニールで

囲っている状態ですので、やはりあれもできるところからお金の関係もございますけれど

も、改修しようということでは聞いてございます。

以上です。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上をもって、報告第２号株式会社遠軽農業振興公社の経営状況報告についてを終わり

ます。

────────────────────────────────────

◎日程第６ 報告第３号

日程第６ 報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況報○議長（前田篤秀君）

告についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤企画課長。

報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況報告につ○企画課長（加藤俊之君）

いて御説明申し上げます。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりまして、株式会社フォーレストパークの

経営状況を次のとおり報告いたします。

別紙１につきましては、平成２１年度の事業報告書で、別紙２が平成２２年度の事業計

画書となってございます。

次のページをお開き願いたいと思います。

別紙１、第１５期平成２１年度事業報告から御説明申し上げたいと思います。

事業報告につきましては、平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まででござい

ます。

１ページをお開き願いたいと思います。

平成２１年度事業報告につきましては、読み上げて報告といたします。

１、スキー事業。平成２１年度スキー事業は、１１月２０日から人工降雪作業を開始い

たしまして、ゲレンデコースの整備を進め、予定どおり昨年より１３日早い１２月１２日

土曜日にテレキットリフトを運行し、一部滑走でオープンいたしました。ペアリフトにつ

きましては、１２月２８日月曜日からの運行を開始し、大きな索道事故及びトラブル、人

身事故もなく、３月２８日日曜日をもって営業を終了したところでございます。

今シーズンにつきましては、予定どおりオープンいたしましたけれども、１２月に入り

暖冬が続き、人工降雪が連日できない上、降雪にも恵まれず、全面滑走は１月中旬とな

り、客足のおくれをとりました。２月に入り昨年同様、週末のたびに吹雪、雨に見舞われ

イベント等が中止になるほか、３月に入り強風が頻繁に続きリフトの運行を中止、その強

風で施設災害事故が発生するなど、自然の猛威に見舞われたシーズンでした。

それでも昨年より早くオープンしたことや、パーク施設等の拡大などにより、一般の集

客は増加したが、上記などの理由によりまして合宿等が呼び込めなかったことや、大会等

の人数の減少によりまして、団体客が減少する結果となり、売上高は前年比９９.４％と

いう実績となりました。スキー場の営業実績の概要ですけれども、営業期間につきまして

は、平成２１年１２月１２日から平成２２年３月２８日、営業日数につきましては、１０

６日、リフト利用者数につきましては２３万５,７４８人、売上高につきましては、２,１

７８万９,８６０円です。

続きまして、平成２１年度スキー事業売上実績表につきましては、別表第１のとおりで

ございます。なお、実績表につきましては、２ページに記載してございますので、お目通

しをお願いいたします。

３ページにつきましては、株主名簿及び役員名簿でございますので、お目通しをお願い

いたします。

次に、４ページをお開き願いたいと思います。
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４ページにつきましては、貸借対照表でございまして、資産の部につきましては、流動

資産は現金及び預金から未収金まで合わせまして、４１８万９,８３９円。固定資産は、

有形固定資産、無形固定資産、投資その他資産を合わせまして、６,０３３万６,３４２円

で、資産の部合計は、６,４５２万６,１８１円であります。

負債の部につきましては、流動負債は、未払金、未払法人税等、預り金、未払消費税等

を合わせまして、１０１万８,９５０円で、負債の部合計も同額でございます。

純資産の部につきましては、株主資本は、資本金、利益剰余金を合わせまして、６,３

５０万７,２３１円で、純資産の部合計も同額でございます。

これによりまして、負債及び純資産の部合計は、６,４５２万６,１８１円で、資産の部

合計と同額となります。

次に、５ページの損益計算書について御説明申し上げます。

純売上高につきましては、売上高２,１７８万９,８６０円、売上原価につきましては、

期首棚卸高から期末棚卸高まで９８万９７４円となり、売上純利益は２,０８０万８,８８

６円でありまして、販売費及び一般管理費に６,３１３万５８５円を要しておりますの

で、営業損失は４,２３２万１,６９９円であります。

営業外収益につきましては、受取利息から施設受託料まで６４７万９,０３２円、営業

外費用につきましては、施設委託費で２５０万４,２５０円となっておりまして、経常損

失は、３,８３４万６,９１７円となります。

特別利益につきましては、受取補助金４,３３２万２,０００円であります。

特別損失は、固定資産圧縮損、２,７３８万４,０００円であります。

税引前当期純損失金額は、２,２４０万８,９１７円となり、法人税、住民税及び事業税

が４１万２,０００円ありまして、当期純損失は、２,２８２万９１７円となっておりま

す。

６ページにつきましては、販売費及び一般管理費で、記載のとおりでありますので、お

目通しをお願いいたします。

次に、７ページの株主資本等変動計算書について御説明申し上げたいと思います。

株主資本の内訳は資本金は１億円で、当期変動額が生じておりませんので、同額が当期

末残高となります。当期変動額が発生しています繰越利益剰余金の当期変動額は、当期純

利益がマイナス２,２８０万９１７円で、前期末残高がマイナス１,３６７万１,８５２円

でありますので、当期末残高はマイナス３,６４９万２,７６９円となります。株主資本の

合計は、資本金１億円を加えました６,３５０万７,２３１円で、純資産の合計も同額とな

ります。

次に、８ページをお開き願いたいと思います。

８ページの監査報告書につきましては、記載のとおりでありますので、お目通しをお願

いいたします。

次に、別紙２をお開き願います。
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別紙２の第１６期平成２２年度事業計画について御説明申し上げます。

事業期間につきましては、平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まででござい

ます。

１ページをお開き願います。

平成２２年度事業計画につきましては、読み上げて説明といたします。

平成２２年度事業計画。スキー事業。

営業予定期間、平成２２年１２月１２日から平成２３年３月２７日。営業予定日数、１

０５日。営業予定時間につきましては、午前９時から午後９時まで、ナイターの営業につ

きましては、午後４時３０分から午後９時まででございます。利用見積人員２８万人。ペ

アリフト１５万人とバンビリフト１３万人でございます。売上見積につきましては、リフ

ト券で１,６００万円、シーズン券５８０万円、売店・レンタル等で２２０万円、合計２,

４００万円でございます。

２番目の平成２２年度収支計画書でございます。

別表第２のとおりでございます。計画書につきましては、２ページに記載しております

ので、御参照願いたいと思います。

収入につきましては、リフト券、シーズン券から施設受託料まで合わせまして、５,９

００万円の計画でございます。

支出につきましては、商品仕入高から法人税・住民税まで合わせまして、５,８８６万

２,０００円の計画であります。収支差引合計につきましては、１３万８,０００円の利益

を見込んでおります。

以上で、株式会社フォーレストパークの経営状況報告についての説明を終わらせていた

だきます。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上をもって、報告第３号株式会社フォーレストパークの経営状況報告についてを終わ

ります。

────────────────────────────────────

◎日程第７ 報告第４号

日程第７ 報告第４号繰越明許費繰越計算書についてを議題とい○議長（前田篤秀君）

たします。

提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

報告第４号繰越明許費繰越計算書についてを御説明いたしま○財政課長（太田 守君）

す。

平成２１年度遠軽町一般会計予算の繰越明許費につきましては、別紙のとおり翌年度に
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繰り越しいたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するも

のであります。

別紙をお開き願います。

平成２１年度遠軽町一般会計繰越明許費繰越計算書。

２款総務費１項総務管理費の地域活性化・経済危機対策事業につきましては、金額１億

１,５５７万１,０００円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源と

しまして、国道支出金が１億８３２万円、一般財源が７２５万１,０００円であります。

同じく地域活性化・きめ細かな対策事業につきましては、金額３億１,７６３万３,０００

円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は、未収入特定財源としまして、国道支出

金が２億７,６２０万２,０００円、一般財源が４,１４３万１,０００円であります。

４款衛生費１項保健衛生費の簡易水道事業特別会計繰出につきましては、金額６５０万

円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源としまして、国道支出金

が６５０万円であります。

６款農林水産業費１項農業費の道営土地改良事業につきましては、金額２８０万円を繰

り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源としまして、その他が１９２万

円、一般財源が８８万円であります。

８款土木費５項下水道費の公共下水道事業特別会計繰出につきましては、金額１,１５

０万円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源としまして、国道支

出金が１,１５０万円であります。

９款消防費１項消防費の全国瞬時警報システム整備事業につきましては、金額１５３万

円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源としまして、国道支出金

が１５３万円であります。

１１款災害復旧費１項災害復旧費の災害復旧事業につきましては、金額５３１万円を繰

り越ししたものでありまして、財源内訳は一般財源が５３１万円であります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上で、報告第４号繰越明許費繰越計算書について、平成２１年度遠軽町一般会計予算

の報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第８ 報告第５号

日程第８ 報告第５号繰越明許費繰越計算書について、平成２１○議長（前田篤秀君）

年度遠軽町簡易水道事業特別会計予算を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

松井経済部技監。
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報告第５号繰越明許費繰越計算書についてを御説明いたし○経済部技監（松井雅弘君）

ます。

平成２１年度遠軽町簡易水道事業特別会計予算の繰越明許費につきましては、別紙のと

おり翌年度に繰り越しいたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によ

り報告するものであります。

別紙をお開き願います。

平成２１年度遠軽町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書。

２款事業費１項水道施設費の地域活性化・きめ細かな対策事業につきましては、金額６

５０万円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源としまして、その

他一般会計繰入金が６５０万円であります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

以上で、報告第５号繰越明許費繰越計算書について、平成２１年度遠軽町簡易水道事業

特別会計予算の報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第９ 報告第６号

日程第９ 報告第６号繰越明許費繰越計算書について、平成２１○議長（前田篤秀君）

年度遠軽町公共下水道事業特別会計予算を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

松井経済部技監。

報告第６号繰越明許費繰越計算書についてを御説明いたし○経済部技監（松井雅弘君）

ます。

平成２１年度遠軽町公共下水道事業特別会計予算の繰越明許費につきましては、別紙の

とおり翌年度に繰り越しいたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に

より報告するものであります。

別紙をお開き願います。

平成２１年度遠軽町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書。

１款公共下水道費１項公共下水道費の地域活性化・きめ細かな対策事業につきまして

は、金額１,１５０万円を繰り越ししたものでありまして、財源内訳は未収入特定財源と

しまして、その他一般会計繰入金が１,１５０万円であります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）
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以上で、報告第６号繰越明許費繰越計算書について、平成２１年度遠軽町公共下水道事

業特別会計予算の報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第１０ 承認第１号から日程第１２ 承認第３号まで

日程第１０ 承認第１号専決処分の承認を求めることについて、○議長（前田篤秀君）

平成２１年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）、日程第１１ 承認第２号専決処分の

承認を求めることについて、平成２１年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第５

号）、日程第１２ 承認第３号専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度遠軽

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を一括議題といたします。

上程の順より、提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

承認第１号専決処分の承認を求めることについてを御説明い○財政課長（太田 守君）

たします。

平成２１年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）につきまして、地方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分をいたしましたので、同法第１７９条第３

項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

次のページをお開き願います。

専決第２号、専決処分書について御説明いたします。

平成２１年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）につきまして、地方譲与税、地方消

費税交付金、地方交付税等の確定に伴い、平成２２年３月３１日付で専決処分を行ったも

のでありまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２,２３１万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１４３億５,６７９万円としたものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正により御説明をいたします。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１款町税につきましては、１項町民税に３５３万７,０００円追加、２項固定資産税に

６４８万７,０００円追加、３項軽自動車税に４８万５,０００円追加、４項たばこ税に２

２９万２,０００円追加、５項入湯税を２５万１,０００円減額、６項都市計画税を１２３

万９,０００円減額し、総額を２１億８７１万６,０００円としたものであります。

２款地方譲与税につきましては、１項地方揮発油譲与税に１９９万８,０００円追加、

２項自動車重量譲与税を２２１万７,０００円減額、３項地方道路譲与税を５０２万９,０

００円追加し、総額を２億１,６８１万円としたものであります。

３款利子割交付金につきましては、２７９万４,０００円を減額し、総額を９２０万６,

０００円としたものであります。１項同額であります。

４款配当割交付金につきましては、６万４,０００円を減額し、総額を１７３万６,００

０円としたものであります。１項同額であります。
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５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、３５万７,０００円を追加し、総額を７

５万７,０００円としたものであります。１項同額であります。

６款地方消費税交付金につきましては、３,５２０万７,０００円を追加し、総額を２億

３,５２０万７,０００円としたものであります。１項同額であります。

７款自動車取得税交付金につきましては、６３８万円を追加し、総額を４,３８８万円

としたものであります。１項同額であります。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、１８万２,０００円を追加

し、総額を２５８万２,０００円としたものであります。１項同額であります。

９款地方特例交付金につきましては、１項地方特例交付金に４８万９,０００円追加、

２項特別交付金に１３万１,０００円追加し、総額を２,５２２万円としたものでありま

す。

１０款地方交付税につきましては、１億６,８９５万８,０００円を追加し、総額を７３

億６,８８８万円としたものであります。１項同額であります。

１１款交通安全対策特別交付金につきましては、８３万３,０００円を追加し、総額を

３８３万３,０００円としたものであります。１項同額であります。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金に７５万４,０００円追加、２項国

庫補助金を５７４万２,０００円減額し、総額を１５億３７３万４,０００円としたもので

あります。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金に２６３万８,０００円追加、２項道補

助金を７８４万４,０００円減額、３項委託金に３０２万５,０００円を追加し、総額を４

億５,８７３万９,０００円としたものであります。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入を１５万円を減額し、総額を６,７

０３万３,０００円としたものであります。

１７款寄附金につきましては、３１５万５,０００円を追加し、総額を１,０２３万５,

０００円としたものであります。１項同額であります。

２０款諸収入につきましては、５項雑入に６７万４,０００円を追加し、総額を１億７,

０４２万１,０００円としたものであります。これによりまして、歳入合計１４１億３,４

４８万円に２億２,２３１万円を追加し、総額を１４３億５,６７９万円としたものであり

ます。

次に、歳出について御説明いたします。

２款総務費につきましては、１項総務管理費に３億３,１６７万７,０００円追加し、総

額を４２億６,４６４万円としたものであります。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費を２,３６９万５,０００円減額し、総額を

１８億３,４７６万８,０００円としたものであります。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費を１,６９５万５,０００円減額し、総額を

９億５,７２７万２,０００円としたものであります。
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８款土木費につきましては、１項土木管理費を３,０００円減額、２項道路橋りょう費

を３,９０４万５,０００円減額し、総額を１５億７,４３７万８,０００円としたものであ

ります。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費に２９９万６,０００円追加、２項小学

校費を７２１万９,０００円減額、３項中学校費を４８３万円減額し、総額を８億７,４７

０万３,０００円としたものであります。

１２款公債費につきましては、２,０６１万６,０００円減額し、総額を３２億４,３９

８万２,０００円としたものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計１４１億３,４４８万円に２億２,２３１万円を追加し、総

額を歳入歳出同額の１４３億５,６７９万円としたものであります。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から御

説明いたします。

１５ページをお開き願います。

３、歳出。２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、財源の振りかえであります。

１５款基金運営費、基金運営事業３億３,１６７万７,０００円の追加は、地方交付税等

の増及び基金利子の確定並びに指定寄附金などによるものであります。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、国民健康保険事業２,０４５万４,００

０円の減額は、国民健康保険特別会計の補正に伴うものであります。後期高齢者医療事業

３２４万１,０００円の減額は、後期高齢者医療特別会計の補正に伴うものであります。

４款衛生費１項保健衛生費３目予防費、予防接種事業１,４１９万３,０００円の減額は

インフルエンザ予防接種扶助費の執行精査であります。健康診査事業２７６万２,０００

円の減額は、がん検診委託料の執行精査であります。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、土木総務一般経費３,０００円の減額は土

地開発基金利子の精査によるものであります。

２項道路橋りょう費２目道路橋りょう費、除雪対策事業３,９０４万５,０００円の減額

は、道路除排雪業務委託料及び排雪誘導警備業務委託料並びに機械借上料の執行精査であ

ります。

１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費、奨学資金貸付事業、２９９万６,０００

円の追加は、指定寄附金及び基金利子の精査であります。

２項小学校費３目学校建設費、小学校建設事業７２１万９,０００円の減額は、生田原

小学校ほか５校、耐震２次診断業務委託料の執行精査であります。

３項中学校費３目学校建設費、中学校建設事業４８３万円の減額は、遠軽中学校ほか２

校耐震２次診断業務委託料の執行精査であります。

１２款公債費１項公債費２目利子、公債費償還利子２,０５０万４,０００円の減額は、

町債償還利子及び一時借入金利子の精査であります。

３目公債諸費、公債費償還諸費１１万２,０００円の減額は、起債の借り入れ及び償還
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に伴う手数料の精査であります。

次に、歳入について御説明いたします。７ページをお開き願います。

２、歳入。１款町税１項町民税１目個人町民税１,７５８万円は、現年課税分の追加及

び滞納繰越分の減額であります。

２目法人町民税１,４０４万３,０００円の減額は、現年課税分及び滞納繰越分の減額で

あります。

２項固定資産税１目固定資産税６４８万７,０００円は、現年課税分の追加及び滞納繰

越分の減額であります。

３項軽自動車税１目軽自動車税４８万５,０００円は、現年課税分の追加及び滞納繰越

分の減額であります。

４項たばこ税１目町たばこ税２２９万２,０００円は、現年課税分の追加であります。

５項入湯税１目入湯税２５万１,０００円の減額は、現年課税分の減額であります。

６項都市計画税１目都市計画税１２３万９,０００円の減額は、現年課税分及び滞納繰

越分の減額であります。

２款地方譲与税１項地方揮発油譲与税１目地方揮発油譲与税は、１９９万８,０００円

の追加であります。

２項自動車重量譲与税１目自動車重量譲与税は、２２１万７,０００円の減額でありま

す。

３項地方道路譲与税１目地方道路譲与税は５０２万９,０００円の追加であります。

３款利子割交付金１項利子割交付金１目利子割交付金は２７９万４,０００円の減額で

あります。

４款配当割交付金１項配当割交付金１目配当割交付金は６万４,０００円の減額であり

ます。

５款株式等譲渡所得割交付金１項株式等譲渡所得割交付金１目株式等譲渡所得割交付金

は、３５万７,０００円の追加であります。

６款地方消費税交付金１項地方消費税交付金１目地方消費税交付金は、３,５２０万７,

０００円の追加であります。

７款自動車取得税交付金１項自動車取得税交付金１目自動車取得税交付金は、６４０万

６,０００円の追加であります。

２目旧法による自動車取得税交付金は２万６,０００円の減額であります。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金１項国有提供施設等所在市町村助成交付金１

目国有提供施設等所在市町村助成交付金は、１８万２,０００円の追加であります。

９款地方特例交付金１項地方特例交付金１目地方特例交付金は、４８万９,０００円の

追加であります。

２項特別交付金１目特別交付金は、１３万１,０００円の追加であります。

１０款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税、１億６,８９５万８,０００円は普通
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交付税及び特別交付税の追加であります。

１１款交通安全対策特別交付金１項交通安全対策特別交付金１目交通安全対策特別交付

金は、８３万３,０００円の追加であります。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金、７５万４,０００円は国民健

康保険基盤安定負担金の追加であります。

２項国庫補助金４目教育費国庫補助金２９７万７,０００円の減額は、住宅建築物耐震

改修等事業補助金の確定に伴う減額であります。

５目衛生費国庫補助金２７６万５,０００円の減額は、疾病予防対策事業費等補助金の

確定に伴う減額であります。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金２６３万８,０００円は、国民健康保

険基盤安定負担金の追加であります。

２項道補助金７目衛生費道補助金７８４万４,０００円の減額は、新型インフルエンザ

ワクチン接種助成事業補助金の減額であります。

３項委託金１目総務委託金３０２万５,０００円は、道税徴収委託金の確定に伴う追加

であります。

１６款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金１５万円の減額は、基金利子の確

定による減額であります。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄付金３０５万５,０００円の追加につきましては、

３月３１日までの寄附にかかるものでありまして、社会福祉振興資金として、大通北６丁

目、小成昭子様から３万円、学田３丁目、木暮武良様から２万５,０００円、奨学資金貸

付資金として、上湧別町株式会社渡辺様から３００万円。

３目ふるさと納税寄附金として千葉県田中敏文様から１０万円、指定寄附金がございま

したので、寄附者の御意志に沿いました予算措置をしたところであります。

２０款諸収入５項雑入６目雑入６７万４,０００円は、宝くじ交付金の確定による追加

であります。

以上で説明を終わります。

昼食のため、１時まで暫時休憩いたします。○議長（前田篤秀君）

午後 ０時００分 休憩

──────────────

午後 ０時５９分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

渡辺住民生活課長。

承認第２号専決処分の承認を求めることについての御○住民生活課長（渡辺喜代則君）

説明をさせていただきます。

承認第２号平成２１年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につきまして

は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしましたので、
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地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。

次のページをお開き願います。

専決第３号、専決処分書について説明します。

平成２１年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につきましては、国庫支

出金、療養給付費交付金、道支出金等の確定に伴い、最終調整を行い、地方自治法第１７

９条の第１項の規定により、平成２２年３月３１日付けをもって専決処分をしたもので

す。

平成２１年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につきましては、既定の

予算の総額から、歳入歳出それぞれ８,２３５万８,０００円を減額し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ２６億４,４７３万６,０００円としたものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から説明いたします。

歳入。１款国民健康保険税につきましては、９５３万５,０００円を追加し、総額を４

億７,２０４万円としたものであります。１項同額です。

３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金から１７５万３,０００円減額し、２

項国庫補助金に２,４３１万円を追加し、総額を５億１,７３４万２,０００円としたもの

です。

４款療養給付費交付金につきましては、５,４８２万円減額し、総額を４,５６１万円と

したものです。１項同額です。

５款前期高齢者交付金につきましては、５,９２２万９,０００円減額し、総額を８億

６,７８６万３,０００円としたものです。１項同額です。

６款道支出金につきましては、１項道負担金から４３２万４,０００円減額し、２項道

補助金から９９２万９,０００円を減額し、総額を８,４１２万３,０００円としたもので

す。

７款共同事業交付金につきましては、１,２２４万６,０００円減額し、総額を３億１,

２４０万円としたものです。１項同額です。

９款繰入金につきましては、２,０４５万４,０００円減額し、総額を２億１,１７８万

６,０００円としたものです。１項同額です。

１０款繰越金につきましては、１,７０４万２,０００円を追加し、総額を１億３５６万

６,０００円としたものです。１項同額です。

１１款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料を５９万２,０００円追加

し、３項雑入を２,８９１万８,０００円追加し、総額２,９８２万１,０００円としたもの

です。

これによりまして、歳入合計２７億２,７０９万４,０００円から、８,２３５万８,００
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０円を減額し、総額を２６億４,４７３万６,０００円としたものです。

次に、歳出について御説明します。次のページをお開き願います。

２款保険給付費につきましては、１項療養諸費から４,４７９万円減額し、２項高額療

養費から８６０万２,０００円減額し、総額を１８億５,２８５万９,０００円としたもの

です。

６款介護納付金につきましては４０万８,０００円減額し、総額を６,２８６万８,００

０円としたものです。１項同額です。

７款共同事業拠出金につきましては２,５４７万８,０００円減額し、総額を３億１５７

万９,０００円としたものです。１項同額です。

８款保健事業費につきましては、２項特定健康診査等事業費から３０８万円減額し、総

額を１,４２８万２,０００円としたものです。

これによりまして、支出総額２７億２,７０９万４,０００円から８,２３５万８,０００

円を減額し、総額を２６億４,４７３万６,０００円としたものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略し、３、歳出から御説明しま

す。国保の１２ページをお開き願います。

３、歳出。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、財源の振りかえです。

１４ページ。２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費は、財源の振り

かえと２,１８３万５,０００円の減少は医療需要の減少によるものです。

同じく２目退職被保険者等療養給付費は、財源の振りかえと２,２９５万５,０００円の

減額は医療需要の減少によるものです。

１６ページ。２款保険給付費２項高額療養費２目退職被保険者等高額療養費８６０万

２,０００円の減額は、医療需要の減少によるものです。

１８ページ。２款保険給付費４項出産育児諸費１目出産育児一時金は財源の振りかえで

す。

２０ページ。３項後期高齢者支援金等１項後期高齢者支援金等１目後期高齢者支援金等

は財源の振りかえです。

２２ページ。６款介護納付金１項介護納付金１目介護納付金は財源の振りかえと４０万

８,０００円の減額は医療需要の減少によるものです。

２４ページ。７款共同事業拠出金１項共同事業拠出金１目高額医療共同事業拠出金は、

財源の振りかえと３００万８,０００円の減額は高額な医療需要の減少によるものです。

２目保健財政共同安定化事業拠出金２,２４７万円の減額は、高額な医療需要の減少に

よるものです。

２６ページ。８款保健事業２項特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費は、財

源の振りかえと３０８万円の減額は特定健康診査の受診者減少によるものです。

次に、歳入について説明いたします。

国保の６ページをお開き願います。
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２、歳入。１款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険税、

１,３７０万３,０００円の追加と同じく２目退職被保険者等国民健康保険税は、４１６万

８,０００円の減額であります。

次の３款から、８ページの６款につきましては、それぞれ補助金、交付金等の決定及び

確定に伴う補正です。

それでは、３款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費等負担金２９２万３,０００

円の追加と、同じく８ページの２目高額医療費共同事業負担金４３２万４,０００円の減

額及び３目特定健康診査等負担金３５万２,０００円の減額は、高額療養給付費高額医療

費共同事業医療費拠出金等の確定によるもので、２項国庫補助金１目財政調整交付金２,

４１２万４,０００円の追加と同じく２目出産育児一時金補助金３万８,０００円の追加及

び３目高齢者医療制度円滑運営事業補助金１４万８,０００円の追加は、交付金の決定に

よるものです。

４款療養給付費交付金１項療養給付費交付金１目療養給付費交付金５,４８２万円の減

額は、交付金の確定によるものです。

５款前期高齢者交付金１項前期高齢者交付金１目前期高齢者交付金５,９２２万９,００

０円の減額は、交付金の決定によるものです。

６款道支出金１項道負担金１目高額医療費共同事業負担金４３２万４,０００円の減額

は交付金の決定によるものです。

同じく２項道補助金１目財政調整交付金９９２万９,０００円の減額は交付額の決定に

よるものです。

７款共同事業交付金１項共同事業交付金１目高額医療費共同事業交付金１３４万７,０

００円の追加、同じく２目保険財政共同安定化事業交付金１,３５９万３,０００円の減額

は、いずれも交付額の決定によるものです。

９款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,０４５万４,０００円の追加は、事

業精査によるものです。

１０款繰越金１項繰越金１目繰越金は１,７０４万２,０００円の追加です。

１１款諸収入１項延滞金、加算及び過料１目一般被保険者延滞金は５９万２,０００円

の追加です。

同じく３項雑入４目一般被保険者返納金７１万７,０００円の追加は、返還金の収入増

によるものです。

次に、６目雑入２,８２０万１,０００円の追加は、医療制度改正に伴う還付金によるも

のです。

以上で、承認第２号の説明を終わらせていただきます。

続きまして、承認第３号専決処分の承認を求めることについての説明をさせていただき

ます。

平成２１年度遠軽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきましては、地方
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自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分を行いましたので、地方自

治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。

次のページをお開き願います。

専決第４号、専決処分書について御説明します。

平成２１年度遠軽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定

の予算の総額から、歳入歳出それぞれ７７５万４,０００円を減額し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ２億４,２５２万７,０００円としたものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明します。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明します。

歳入。１款後期高齢者医療保険料につきましては、７０６万１,０００円を減額し、総

額を１億６,５５３万２,０００円としたものです。１項同額です。

３款繰入金につきましては、３２４万１,０００円を減額し、総額を７,４４３万９,０

００円としたものです。１項同額です。

４款繰越金につきましては、２３７万８,０００円を追加し、総額を２３７万９,０００

円としたものです。１項同額です。

６款広域連合交付金につきましては、１７万円を追加し、総額を１７万円としたもので

す。１項同額です。

これによりまして、歳入合計２億５,０２８万１,０００円から７７５万４,０００円減

額し、総額を２億４,２５２万７,０００円としたものです。

次に、歳出について御説明いたします。次のページをお開き願います。

歳出。２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、６２７万６,０００円を減

額し、総額を２億３,９８７万９,０００円としたものです。１項同額です。

３款諸支出金につきましては、１４７万８,０００円を減額し、総額を９万３,０００円

としたものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計２億５,０２８万１,０００円から７７５万４,０００円減

額し、総額を２億４,２５２万７,０００円としたものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略し、３、歳出から御説明しま

す。

後期高齢者医療の８ページをお開き願います。

３、歳出。２款後期高齢者医療広域連合納付金１項後期高齢者医療広域連合納付金１目

後期高齢者医療広域連合納付金、６２７万６,０００円の減額は、医療需要の減少による

ものであります。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金１４７万８,０００円の減額

は医療需要の減少によるものであります。

次に、歳入について御説明します。
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後期高齢者医療の６ページをお開きください。

２、歳入。歳入の１款から６款につきましては、それぞれ納付金、負担金等の確定に伴

う補正です。

１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険料１目後期高齢者医療保険料７０６

万１,０００円の減額です。

３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金３２４万１,０００円の減額です。

４款繰越金１項繰越金１目繰越金２３７万８,０００円の追加です。

６款広域連合交付金１項広域連合交付金１目高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金１

７万円の追加です。

以上で、承認第３号の説明を終わらせていただきます。

これより、一括上程いたしました承認３件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、承認第１号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

２款総務費、１５ページから１６ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款民生費、１７ページから１８ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款衛生費、１９ページから２０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款土木費、２１ページから２４ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款教育費、２５ページから３０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１２款公債費、３１ページから３２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１款町税、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

２款地方譲与税、７ページから８ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款利子割交付金、７ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款配当割交付金、９ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）
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５款株式等譲渡所得割交付金、９ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款地方消費税交付金、９ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款自動車取得税交付金、９ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金、９ページから１０○議長（前田篤秀君）

ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款地方特例交付金、９ページから１０ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款地方交付金、１１ページから１２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１１款交通安全対策特別交付金、１１ページから１２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１４款国庫支出金、１１ページから１２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１５款道支出金、１１ページから１２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１６款財産収入、１１ページから１２ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１７款寄附金、１１ページから１４ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

２０款諸収入、１３ページから１４ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第１号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第２号の質疑を行います。

質疑は第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、歳

出より各款ごとに行います。

１款総務費、１２ページから１３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

２款保険給付費、１４ページから１９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款後期高齢者支援金等、２０ページから２１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款介護納付金、２２ページから２３ページ。○議長（前田篤秀君）
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（「なし」と呼ぶ者あり）

７款共同事業拠出金、２４ページから２５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款保健事業費、２６ページから２７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１款国民健康保険税、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款国庫支出金、６ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款療養給付費交付金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

５款前期高齢者交付金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款道支出金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款共同事業交付金、８ページから９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款繰入金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款繰越金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１１款諸収入、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第２号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第３号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して歳入歳出補正予算事項別明細書の３、歳

出より各款ごとに行います。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款支出金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１款後期高齢者医療保険料、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款繰入金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）
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（「なし」と呼ぶ者あり）

４款繰越金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款広域連合交付金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第３号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

これより、一括上程した承認３件を採決いたします。

採決は上程の順より、各案件ごとに行います。

これより、承認第１号専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度遠軽町一般

会計補正予算（第１１号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり承認されました。

次に、承認第２号専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度遠軽町国民健康

保険特別会計補正予算（第５号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり承認されました。

次に、承認第３号専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度遠軽町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり承認されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１３ 承認第４号及び日程第１４ 承認第５号

日程第１３ 承認第４号専決処分の承認を求めることについて、○議長（前田篤秀君）

平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第２号）、日程第１４ 承認第５号専決処分の承

認を求めることについて、平成２２年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

を一括議題といたします。

上程の順より、提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

承認第４号専決処分の承認を求めることについてを御説明い○財政課長（太田 守君）

たします。
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平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第２号）につきまして、地方自治法第１７９条

第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分をいたしましたので、同法第１７９条第３項

の規定により報告し、承認を求めるものであります。

次のページをお開き願います。

専決第５号、専決処分書について御説明いたします。

平成２２年度老人保健拠出金の確定による、国民健康保険特別会計繰出金の追加に伴

い、平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第２号）につきまして、平成２２年４月１９

日付で専決処分を行ったものでありまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１６９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１３０億９,１３８万９,０００

円としたものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１８款繰入金につきましては、１６９万６,０００円を追加し、総額を４０４万円とし

たものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳入合計１３０億８,９６９万３,０００円に１６９万６,０００円

を追加し、総額を１３０億９,１３８万９,０００円としたものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費に１６９万６,０００円を追加し、総額を

２０億７,３０７万７,０００円としたものであります。

これによりまして、歳出合計１３０億８,９６９万３,０００円に１６９万６,０００円

を追加し、総額を歳入歳出同額の１３０億９,１３８万９,０００円としたものでありま

す。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から御

説明いたします。

８ページをお開き願います。

３、歳出。３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、国民健康保険事業１６９万

６,０００円の追加につきましては、国民健康保険特別会計の補正に伴うものでありま

す。

次に、歳入について御説明いたします。６ページをお開き願います。

２、歳入。１８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金１６９万６,０００円

につきましては、財政調整基金繰入金の追加であります。

以上で説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

承認第５号専決処分の承認を求めることについてを御○住民生活課長（渡辺喜代則君）
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説明をさせていただきます。

平成２２年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、地方自治法第

１７９条第１項の規定より、別紙のとおり専決処分を行いましたので、地方自治法第１７

９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。

次のページをお開き願います。

専決第６号、専決処分書について御説明いたします。

平成２２年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、老人保

健拠出金の確定に伴い、既定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ３３７万円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ２６億６,２２６万１,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたします。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正、１、歳入。３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担

金に１１３万９,０００円を追加し、２項国庫補助金に３０万１,０００円を追加し、総額

を５億９,０７７万８,０００円とするものです。

６款道支出金につきましては、２項道補助金に２３万４,０００円を追加し、総額を１

億１,４２８万２,０００円とするものです。

９款繰入金につきましては、１６９万６,０００円を追加し、総額を２億５,６１９万

７,０００円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計２６億５,８８９万１,０００円に３３７万円を追加し、総

額を２６億６,２２６万１,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。２ページをお開き願います。

２、歳出。５款老人保健拠出金につきましては３３７万円を追加し、総額を３３７万

２,０００円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計２６億５,８８９万１,０００円に３３７万円を追加し、総

額を２６億６,２２６万１,０００円とするものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略し、３、歳出から説明いたしま

す。８ページをお開き願います。

３、歳出。５款老人保健拠出金１項老人保健拠出金１目老人保健医療費拠出金３３５万

１,０００円の追加です。

同じく２目老人保健事務費拠出金１万９,０００円の追加です。

次に、２、歳入について説明いたします。６ページをお開き願います。

２、歳入。３款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費等負担金１４４万円の追加で

す。

同じく２項国庫補助金１目財政調整交付金３０万１,０００円の追加です。

６款道支出金２項道補助金１目財政調整交付金２３万４,０００円の追加です。

９款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１６９万６,０００円の追加です。
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以上で、承認第５号の説明を終わらせていただきます。

これより、一括上程いたしました承認２件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、承認第４号の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

３款民生費、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１８款繰入金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第４号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、承認第５号の質疑を行います。

質疑は第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、歳

出より各款ごとに行います。

５款老人保健拠出金、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

３款国庫支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款道支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

９款繰入金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で、承認第５号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

これより、一括上程した承認２件を採決いたします。

採決は上程の順より、各案件ごとに行います。

これより、承認第４号専決処分の承認を求めることについて、平成２２年度遠軽町一般

会計補正予算（第２号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり承認されました。

次に、承認第５号専決処分の承認を求めることについて、平成２２年度遠軽町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり承認されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１５ 議案第１号

日程第１５ 議案第１号表彰についてを議題といたします。○議長（前田篤秀君）

提出者の説明を求めます。

寒河江総務課長。

議案第１号表彰について御説明いたします。○総務課長（寒河江陽一君）

遠軽町表彰条例第２条の規定により、次のとおり表彰したく、議会の議決を求めるもの

であります。

１としまして、遠軽町表彰条例第２条第３号ウに該当いたします社会功労でありまし

て、遠軽町大通北７丁目伊藤太一様から、福祉文化センター建設資金といたしまして３０

０万円の御寄附をいただいたものであります。

２といたしまして、遠軽町表彰条例第２条第３号エに該当いたします社会功労でありま

して、湧別町中湧別南町株式会社渡辺組様から、奨学資金貸付資金といたまして３００万

円の御寄附をいただいたものであります。

以上、２件の個人、法人につきまして、遠軽町表彰条例に基づき表彰したく提案するも

のであります。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第１号表彰についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１６ 議案第２号から日程第２０ 議案第６号まで

日程第１６ 議案第２号北海道市町村備荒資金組合規約の変更に○議長（前田篤秀君）

ついて、日程第１７ 議案第３号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について、日

程第１８ 議案第４号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について、日程

第１９ 議案第５号北海道市町村総合事務組合規約の変更について、日程第２０ 議案第

６号網走地方教育研修センター組合規約の変更について、以上５件は関連がありますの
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で、一括して議題といたします。

上程の順より、提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

議案第２号北海道市町村備荒資金組合規約の変更について御○財政課長（太田 守君）

説明いたします。

北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に伴い、北海道市町村備荒資金

組合規約の変更について協議したいので、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決

を求めるものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

北海道市町村備荒資金組合規約の一部を変更する規約。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表によりまして御説明

をいたします。

第６条中、各支庁を北海道総合振興局及び北海道振興局のに改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この規約は、地方

自治法第２８６条第１項の規定による北海道知事の許可のあった日から施行する。

以上で説明を終わります。

寒河江総務課長。○議長（前田篤秀君）

議案第３号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につ○総務課長（寒河江陽一君）

いて御説明いたします。

北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に伴い、北海道市町村職員退職

手当組合規約の変更について協議したく、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決

を求めるものであります。

それでは、次のページ、別紙をお開き願います。

北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明をいた

します。

第５条の表中、各支庁を北海道総合振興局及び北海道振興局のに改めるものでありま

す。

別表中、区分及び市町村及び市町村の一部事務組合の名称等につきましては、北海道総

合振興局及び振興局の名称、所管区域に準じてそれぞれ改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この規約は、地方

自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第４号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について御

説明いたします。

北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に伴い、北海道町村議会議員公
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務災害補償等組合規約の変更について協議したく、地方自治法第２９０条の規定により議

会の議決を求めるものであります。

それでは、次のページ、別紙をお開き願います。

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規約。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明をいた

します。

別表第２中、選挙区の区域の名称につきましては、北海道総合振興局及び振興局の名称

に準じて、それぞれ改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この規約は、地方

自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第５号北海道市町村総合事務組合規約の変更について御説明いたしま

す。

北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に伴い、北海道市町村総合事務

組合規約の変更について協議したく、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を求

めるものであります。

それでは、次のページ、別紙をお開き願います。

北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明をいた

します。

第６条第１項中、各支庁管内町村会長を各地区町村会長に改め、同条第２項中、支庁管

内町村会副会長を地区町村会副会長に改めるものであります。

第７条第２項中、支庁管内町村会長を地区町村会長に改めるものであります。

別表第１中、支庁名及び市町村・一部事務組合及び広域連合の名称等につきましては、

北海道総合振興局及び振興局の名称、所管区域に準じてそれぞれ改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この規約は、地方

自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第６号網走地方教育研修センター組合規約の変更について御説明いた

します。

北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例の施行に伴い、網走地方教育研修セン

ター組合規約の変更について協議したく、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決

を求めるものであります。

それでは、次のページ、別紙をお開き願います。

網走地方教育研修センター組合規約の一部を変更する規約。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明いたし
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ます。

第１条中、網走支庁をオホーツク総合振興局に改めるものであります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この規約は、北海

道知事の許可の日から施行する。

以上で説明を終わります。

これより、一括上程いたました議案５件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、議案第２号北海道市町村備荒資金組合規約の変更についての質疑を行いま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第２号の質疑を終わります。

次に、議案第３号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての質疑を行いま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第３号の質疑を終わります。

次に、議案第４号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についての質疑を

行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第４号の質疑を終わります。

次に、議案第５号北海道市町村総合事務組合規約の変更についての質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第５号の質疑を終わります。

次に、議案第６号網走地方教育研修センター組合規約の変更についての質疑を行いま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第６号の質疑を終わります。

以上で質疑を終わります。

これより、一括上程いたしました議案５件を採決いたします。

採決は上程の順より、各案件ごとに行います。

これより、議案第２号北海道市町村備荒資金組合規約の変更についてを採決いたしま

す。
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本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第３号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてを採決いたしま

す。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、第４号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についてを採決いたし

ます。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第５号北海道市町村総合事務組合規約の変更についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第６号網走地方教育研修センター組合規約の変更についてを採決いたしま

す。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第２１ 議案第７号

日程第２１ 議案第７号遠軽町過疎地域対策のための固定資産税○議長（前田篤秀君）

の課税免除に関する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

議案第７号遠軽町過疎地域対策のための固定資産税の課税免○企画課長（加藤俊之君）

除に関する条例の制定について御説明申し上げます。

この条例につきましては、過疎地域自立促進特別措置法の６年間期限延長に伴い、引き
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続き固定資産税の課税免除を行うため、本条例を定めるものでございます。

それでは、別紙をお開き願いたいと思います。

この条例につきましては、５条で構成されまして、過疎地域自立促進特別措置法に基づ

きまして製造の事業、情報通信技術利用事業もしくは旅館業の用に供する設備を新設、も

しくは増設した者について、地方税法の規定により、固定資産税の課税免除について条例

を制定するものでございます。

前条例につきましては、平成２２年３月３１日をもって執行したため、改めて条例を制

定するものでございます。

第１条につきましては、趣旨の規定でありまして、法に基づき製造の事業、情報通信技

術利用事業、もしくは旅館業の用に供する設備を新設、もしくは増設した者について、地

方税法の規定により固定資産税の課税免除について規定するものでございます。

第２条は、課税免除の規定でありまして、過疎地域として指定を受けている期間内に課

せる固定資産税につきまして、新たに固定資産税を課されることになった年度から３年の

分の固定資産税に限り免除する旨を規定するものでございます。

第３条につきましては、課税免除の申請の規定でございます。固定資産税の課税免除を

受けようとする者につきましては、免除を受けようとする年の１月３１日までに申請書を

提出しなければならない旨を規定するものでございます。

第４条につきましては、課税免除の取り消しの規定でございまして、第２条の規定によ

り免除を受けた者が１号または２号に該当するときにつきましては、課税免除を取り消す

ことができる旨の規定をするものでございます。

第５条は、委任の規定でありまして、条例の施行に関する必要な事項については規則へ

委任することを規定するものでございます。

附則といたしまして、施行期日、第１項、この条例につきましては、公布の日から施行

し、平成２２年４月１日から適用するということでございます。

経過措置、第２項でございますけれども、執行前の遠軽町過疎対策のための固定資産税

の課税免除に関する条例第２条に規定する適用設備を、旧条例の執行前に新設し、または

増設した者にかかる固定資産税の課税免除につきましては、なお、従前の例によるという

ことでございます。

第３項、旧条例の規定によりなされた処分、手続、その他の行為につきましては、それ

ぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなすということでございます。

以上、簡単ですけれども、説明を終わらせていただきます。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

お諮りいたします。
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議案第７号遠軽町過疎地域対策のための固定資産税の課税免除に関する条例の制定につ

いては、なお審査の必要があると思われますので、総務文教常任委員会に付託し、会期中

の審査としたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、総務文教常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定い

たしました。

────────────────────────────────────

◎日程第２２ 議案第８号

日程第２２ 議案第８号遠軽町行政改革推進委員会条例の制定に○議長（前田篤秀君）

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

議案第８号遠軽町行政改革推進委員会条例の制定について御○企画課長（加藤俊之君）

説明申し上げます。

この条例につきましては、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づきまして、遠

軽町行政改革大綱の策定、進捗状況及びその他行政改革の推進に関することについて、調

査及び審議を行う附属機関を置くため、本条例を制定するものでございます。

現在、要綱で制定されております遠軽町行政改革推進委員会設置要綱につきましては、

今回この条例が施行されることにより、廃止とすることといたしたいと思っております。

それでは、別紙をお開き願いたいと思います。

条例は９条で構成されておりまして、社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な調

整を実現するため規定するものでございます。

第１条は、目的の規定でございまして、社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な

町政を実現するため、遠軽町行政改革推進委員会の設置を規定するものでございます。

第２条は、所掌事務の規定でありまして、委員会で調査審議した事項について、町長に

助言することを規定するものでございます。

第３条は、定数の規定でありまして、委員会の定数を１６人以内と規定するものでござ

います。

第４条は、委嘱の規定でございまして、町政について執権を有する者のうち町長が委嘱

する旨を規定するものでございます。

第５条は、任期の規定でございまして、委員の任期は３年とし、欠員が生じた場合の補

欠の任期を規定するものでございます。

２項につきましては、特別の理由があるときは、任期中であっても委嘱を解くことがで

きる旨を規定するものでございます。

第６条は、委員長及び副委員長の規定でございまして、委員会に委員長、副委員長を置
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くことができる旨を規定するものでございます。

２項につきましては、会長の職務、３項につきましては、副会長の職務を規定するもの

でございます。

続きまして、第７条は、会議の規定でありまして、会議につきましては、会長が招集す

る規定、２項につきましては、半数以上が出席しなければ会を開くことができない旨の規

定。３項につきましては、会議につきましては原則公開する旨を規定するものでございま

す。

第８条は、庶務の規定でございまして、委員会の庶務は総務部企画課において処理する

旨を規定するものでございます。

第９条は、委任の規定でありまして、この条例に定めるもののほか、委員会の運営に必

要な事項は、委員会に諮って定める旨を規定するものでございます。

附則といたしましては、この条例は、公布の日から施行するものでございます。

失礼いたしました。６条の２項については、先ほど会長の職務と申しましたけれども、

委員長の職務でございます。３項につきまして、副会長の職務と御説明申し上げましたけ

れども、副委員長の職務ということで御訂正したいと思います。

７条につきまして、会議につきましては会長が招集する規定というふうにありますけれ

ども、委員長が招集する規定ということでございます。大変申しわけございません。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

お諮りいたします。

議案第８号遠軽町行政改革推進委員会条例の制定については、なお審査の必要があると

思われますので、総務文教常任委員会に付託し、会期中の審査といたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、総務文教常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定い

たしました。

────────────────────────────────────

◎日程第２３ 議案第９号

日程第２３ 議案第９号遠軽町エネルギービジョン推進委員会条○議長（前田篤秀君）

例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤企画課長。

議案第９号遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の一部○企画課長（加藤俊之君）

改正につきまして御説明いたします。
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行政組織の事務分掌の変更に伴い、本条例の一部を改正するものでございます。

別紙をお開き願いたいと思います。

遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の一部を改正する条例。

遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の一部を次のように改正する。

次のページの参考資料新旧対照表によりまして御説明申し上げたいと思います。

第１１条でございます。

ジオパーク推進課を企画課に改めるものでございます。

以上で参考資料の説明を終わります。

別紙に戻りまして、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行し、改正後の

遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の規定は、平成２２年４月１日から適用する。

以上で説明を終わらせていただきます。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第９号遠軽町エネルギービジョン推進委員会条例の一部改正についてを

採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

２時１０分まで暫時休憩します。

午後 １時５６分 休憩

──────────────

午後 ２時１０分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第２４ 議案第１０号及び日程第２５ 議案第１１号

日程第２４ 議案第１０号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等○議長（前田篤秀君）

に関する条例の一部改正について、日程第２５ 議案第１１号遠軽町職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを一括して議題といたします。

上程の順より、提出者の説明を求めます。

寒河江総務課長。

議案第１０号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関す○総務課長（寒河江陽一君）

る条例の一部改正について御説明いたします。

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、別紙のとおり本条例の一部を
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改正するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明いたし

ます。

本条例の一部改正につきましては、子育て支援、少子化対策の観点から、子育てと仕事

の両立支援等を一層進めるため、男女ともに子育て等をしながら働き続けることができる

環境を整備することが基本となっておりまして、今回の条例の主な改正点でありますが、

１点目につきましては、早出遅出勤務にかかわる承認要件の緩和でありまして、２点目は

深夜勤務、時間外勤務の制限を拡大するものであります。

それでは、新旧対照表の第９条ですが、育児または介護を行う職員の早出遅出勤務を規

定しておりますが、これまで職員が早出遅出勤務を請求する場合、配偶者が子を養育でき

る状態であれば請求できなかったものを、配偶者の状態にかかわらず請求できるよう改正

するものであります。

第１０条は、育児または介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限を規定してお

りますが、３歳に満たない子がいる職員が子を養育するための時間外勤務の制限の請求が

あった場合、時間外勤務をさせてはならない規定を、第２項として追加をするものであり

ます。

現行第２項から第４項につきましては、改正後、それぞれ１号ずつ繰り下げ、本文中の

改正は第２項の追加に伴います規定の整備であります。

以上で、参考資料の説明を終わり別紙に戻りまして、附則として、この条例は、平成２

２年６月３０日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。

経過措置としまして、この条例の施行の日以後の日を早出遅出勤務開始日とする改正後

の遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例第９条の規定による請求、同条例第

１０条第２項の規定による請求または施行日以後の日を時間外勤務制限開始日とする同条

第３項の規定による請求を行おうとする職員は、施行日前においても規則で定めるところ

により、これらの請求を行うことができる。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第１１号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、

御説明いたします。

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、別紙のとおり本条例の一部を

改正するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明いたし

ます。
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本条例の一部改正につきましては、議案第１０号と同様に男女ともに、子育て等をしな

がら働き続けることができる環境を整備することが基本となっておりまして、今回の条例

の主な改正点でありますが、１点目につきましては、育児休業をすることができない職員

の要件の緩和、２点目としまして、育児休業の取得内容の緩和、３点目は、育児休業の取

り消し理由の緩和等であります。

それでは、新旧対照表の第２条ですが、育児休業をすることができない職員の範囲を規

定しておりますが、これまでは、配偶者が育児休業をしている職員及び当該職員以外の親

が養育することができる職員については、育児休業を取得できませんでしたが、この規定

から削除し、取得できるよう改正するものであります。

第２条の２につきましては出産後５７日以内に、父親である職員がその子の育児休暇を

取得した場合、再度育児休暇を取得することができるように規定を追加するものでありま

す。

第３条は、見出しを育児休業法第２条第１項ただし書きの条例で定める特別の事情に改

め、第１号は第５条の改正に伴い規定を整備するものであります。

第４号は、これまで夫婦が相互に育児休業を取得する場合に、職員の育児休業終了後配

偶者が、３カ月以上育児休業等により養育していなければ、職員が再度育児休業を取得す

ることができませんでしたが、職員が取得した育児休業終了後３カ月以上経過していれ

ば、再度取得できるよう改正するものであります。

第５号は、これまで育児休業取得を一度に限り育児休業を取得できたものを、取得可能

な期間内である１年間内において何度でも取得できるよう改正するものであります。

次に、第５条は、育児休業の承認の取り消し理由を規定しておりますが、育児休業によ

り養育している子を職員以外の親がその子を養育することができることとなっても取り消

し理由に当たらないこととするため、改正をするものであります。

第１０条は、育児短時間勤務をすることができない職員の範囲を規定しておりますが、

第２条同様に要件の緩和について規定を改正するものであります。

第１１条は、育児短時間勤務の取得要件を規定しておりますが、第３条第４号同様に、

再度取得ができるよう取得内容の緩和について規定の改正をするものであります。

第１３条は、育児短時間勤務承認の取り消し理由を規定をしておりますが、第５条同様

に育児休業の取り消し理由の緩和について、規定の改正をするものであります。

第２１条は、部分休業をすることができない職員を規定しておりますが、第２条同様に

要件の緩和について規定の改正をするものであります。

第２２条、部分休業の承認につきましては、文言整理の改正であります。

以上で、参考資料の説明を終わり、別紙に戻りまして、附則として、この条例は、平成

２２年６月３０日から施行する。

経過措置として、この条例の施行の日前に、改正前の遠軽町職員の育児休業等に関する

条例第３条第４号または第１１条第５号の規定により職員が申し出た計画は、施行日以後
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はそれぞれ改正後の遠軽町職員の育児休業等に関する条例第３条第４号または第１１条第

５号の規定により、職員が申し出た計画とみなす。

以上で説明を終わります。

これより、一括上程いたしました議案２件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、議案第１０号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正

についての質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、議案第１０号の質疑を終わります。

次に、議案第１１号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正についての質疑を

行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、議案第１１号の質疑を終わります。

以上で質疑を終わります。

これより、一括上程いたしました議案２件を採決いたします。

採決は上程の順より、各案件ごとに行います。

これより、議案第１０号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正

についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第１１号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてを採決い

たします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第２６ 議案第１２号

○議長（前田篤秀君）

日程第２６ 議案第１２号 遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する

条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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寒河江総務課長。

議案第１２号遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の○総務課長（寒河江陽一君）

特例に関する条例の一部改正について御説明いたします。

地方公務員法の一部改正に伴い、別紙のとおり本条例の一部を改正するものでありま

す。

別紙をお開き願います。

遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例。

別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料新旧対照表により御説明いたし

ます。

本年４月から、月６０時間を超える時間外勤務を行った職員に対し、時間外勤務手当の

引き上げ分の支給にかえて、時間外勤務代休時間を指定することができるよう関係規則等

の改正を行ったところでありますが、本条例の一部改正につきましては、地方公務員法の

一部改正に伴い、給与を受けながら職員団体のための業務を行うことができる期間等に時

間外勤務代休時間についても、その期間とすることを規定するものでありまして、第２号

中第１１条を第８条の２に規定する時間外勤務代休時間、第１１条に改めるものでありま

す。

以上で、参考資料の説明を終わり別紙に戻りまして、附則として、この条例は、公布の

日から施行し、改正後の遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の

規定は、平成２２年４月１日から適用する。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第１２号遠軽町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例

の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第２７ 議案第１３から日程第２９ 議案第１５号まで

日程第２７ 議案第１３号遠軽町税条例の一部改正について、日○議長（前田篤秀君）

程第２８ 議案第１４号遠軽町都市計画税条例の一部改正について、日程第２９ 議案第

１５号遠軽町国民健康保険税条例の一部改正について、以上３件は関連がありますので、

一括議題といたします。
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上程の順より、提出者の説明を求めます。

鈴木税務課長。

議案第１３号遠軽町税条例の一部改正について御説明いたし○税務課長（鈴木光男君）

ます。

本案は、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令

の施行に伴い、本条例を改正するものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町税条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきましては、参考資

料に基づき説明いたしますので、別紙の７ページの次にあります遠軽町税条例改正資料の

１ページをお開き願います。

１、町民税について御説明いたします。

ア、イについては、地方税法の項が変更になったことに伴う規定の整備であります。

なお、表中、右端の適用年月日欄には、それぞれ条項ごとに適用日を記載してあります

ので御参照願います。

ウは、給与所得者の扶養親族申告書について、新たに規定するものであります。年末調

整時に事業主に提出している扶養控除等申告書を税務署長に加え、町長にも提出するよう

義務づけるものであります。

ただ、扶養親族申告書を給与支払者に提出することにより、町長に提出されたものとみ

なされますので、現在、各事業所で行っている事務と何ら変わるものではございません。

エは、公的年金受給者の扶養親族申告書について、新たに規定するものであります。年

金の受給者が年金支払者に提出している扶養親族申告書を、税務署長に加え町長にも提出

するよう義務づけるものであります。これにつきましても、扶養親族申告書を年金支払者

に提出することにより年金受給者においては、これまでと同じ取り扱いとなります。

オは、６５歳未満で年金所得を有する方のうち、給与から町民税を差し引かれている方

についてであります。昨年度から年金にかかる税額だけ別に納付書で納めるようになりま

したが、年金にかかる税額も以前と同じように給与から差し引かれるように改められまし

た。

カから次の２ページ、クまでは、地方税法の項変更に伴う規定の整備であります。ケ

は、非課税口座内の上場株式等とそれ以外の上場株式等にかかる譲渡所得を区分して計算

するというものであります。コ、サは、条文中租税条約の次に等を加えるものでありま

す。

次に、２、固定資産税は、地方開発事業団の廃止に伴い、条文から削除するものであり

ます。

３、たばこ税は、本年１０月１日にたばこ税が引き上げられますので、税率を変更する

ものであります。

次に、附則の施行期日について御説明いたします。
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この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は平成２２年４月１日から適用するも

のでありますが、ただし書きの中で一部規定については別に適用日を定めております。

以上で議案第１３号の説明を終わります。

続きまして、議案第１４号遠軽町都市計画税条例の一部改正について御説明いたしま

す。

本案は、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令

の施行に伴い、本条例の一部を改正するものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町都市計画税条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきましては

参考資料に基づき説明いたしますので、次のページの遠軽町都市計画税条例改正資料をお

開き願います。

今回の改正は、附則第１２項中の改正であります。第９項、第２６項、第３０項、第３

３項、第４１項は、都市計画税の特例措置期間の延長、もしくは適用期限を延長するもの

であります。いずれも本町での該当はありません。

第１項から末尾の第４６項までに記載されている項につきましては、地方税法附則の項

の変更に伴う規定の整備であります。

次に、附則の施行期日について御説明いたします。

この条例は、公布日から施行し、改正後の規定は平成２２年４月１日から適用するもの

であります。

以上で議案第１４号の説明を終わります。

続きまして、議案第１５号遠軽町国民健康保険税条例の一部改正について御説明いたし

ます。

本案は地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令の

施行に伴い、本条例の一部を改正するものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきまし

ては、参考資料に基づき説明いたしますので、別紙の３ページの次にあります遠軽町国民

健康保険税条例改正資料をお開き願います。

アは、課税限度額を引き上げるものです。医療給付費分を現行４７万円から、３万円

アップし５０万円に、後期高齢者支援金分を現行１２万円から、１万円アップし１３万円

に、介護納付金分を現行９万円から、１万円アップし１０万円に、それぞれ変更するもの

であります。限度額合計では６８万円から、５万円アップし７３万円になっております。

イは、国民健康保険税の減額についてであります。第２３条は、限度額改正に伴う規定

の整備であります。第２３条の２は、新たに減免を指定するものであります。対象者は雇

用保険の加入者で、倒産や解雇などにより失業した人であります。これらの方の保険税の

計算に当たっては、前年の給与所得を７割減額し、１００分の３０とみなして算出するも
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のであります。

第２４条の２は、軽減を受けるための申告を指定したものであります。

ウは、平成２０年度からスタートしました後期高齢者医療制度により新たに国保に加入

することになった妻などの減免措置期間の延長であります。２年間に限られていました

が、期限が削除され、引き続き減免するよう見直されました。

エ、附則については、地方税法及び租税特別措置法の改正に伴う条文の整理など、規定

の整備を行うものであります。

次に、附則の施行期日について御説明いたします。

この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は平成２２年４月１日から適用するも

のでありますが、ただし書きの中で、一部規定については別に適用期日を定めておりま

す。

以上で議案第１５号の説明を終わります。

これより、議案第１３号の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第１３号の質疑を終わります。

これより、議案第１４号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第１４号の質疑を終わります。

これより、議案第１５号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって議案第１５号の質疑を終わります。

以上で質疑を終わります。

これより、各議案ごとに採決を行います。

これより、議案第１３号遠軽町税条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第１４号遠軽町都市計画税条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。
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次に、議案第１５号遠軽町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３０ 議案第１６号

日程第３０ 議案第１６号遠軽町重度心身障害者及びひとり親家○議長（前田篤秀君）

庭等の医療費の助成に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

議案第１６号遠軽町重度心身障害者及びひとり親家庭○住民生活課長（渡辺喜代則君）

等の医療費の助成に関する条例の一部改正について説明をいたします。

重度心身障害者の医療費の助成の対象者の拡大を目的としまして、心身障害者福祉法施

行規則中別表第５号に掲げる３級該当者に肝臓機能障害を追加することに伴う本条例の一

部を改正すものです。

別紙をお開き願います。

遠軽町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例。

遠軽町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。

改正の内容につきましては、参考資料によりまして説明いたしますので、次のページの

新旧対照表をお開き願います。

今回の改正は、本条例第２条第１項の３級に該当するものの括弧書きの分中で、直腸と

小腸の後ろの、「若しく」はを削除し、免疫の後ろに「若しくは肝臓の」という文言を追

加するものでございます。

以上で新旧対照表の説明を終わります。

別紙に戻りまして、附則としまして、この条例は、平成２２年４月１日から施行するも

のです。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これより、議案第１６号遠軽町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関

する条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。



－ 61 －

《平成２２年６月２１日》

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３１ 議案第１７号

日程第３１ 議案第１７号遠軽町収入証紙条例の一部改正につい○議長（前田篤秀君）

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

議案第１７号遠軽町収入証紙条例の一部改正について○住民生活課長（渡辺喜代則君）

を説明いたします。

さきの３月定例会におきまして、廃棄物の処理に関する清掃手数料の取り扱いの区分

に、新たに１０リットル用のごみ袋を新設したことに伴う本条例の一部を改正するもので

す。

別紙をお開き願います。

遠軽町収入証紙条例の一部を改正する条例。

遠軽町収入証紙条例の一部を次のように改正する。

改正の内容につきましては参考資料により説明いたしますので、次のページの新旧対照

表をお開き願います。

今回の改正は、本条例第３条第１項の改正でありまして、種類の３０円の前に２０円を

追加し、１１種類から１２種類とするものでございます。

以上で、新旧対照表の説明を終わります。

別紙に戻りまして、附則としまして、この条例は、平成２２年８月１日から施行するも

のです。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第１７号遠軽町収入証紙条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３２ 議案第１８号
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────────────────────────────────────

日程第３２ 議案第１８号平成２２年度遠軽町一般会計補正予算○議長（前田篤秀君）

（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

議案第１８号平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第３○財政課長（太田 守君）

号）について御説明いたします。

平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第３号）につきましては、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ９,０６０万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１３

１億８,１９９万３,０００円とするものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１４款国庫支出金につきましては、２項国庫補助金に１３７万１,０００円を追加し、

総額を７億２,３５４万円とするものであります。

１５款道支出金につきましては、２項道補助金に３,２４５万２,０００円追加、３項委

託金に１３７万５,０００円追加し、総額を５億５,４７６万５,０００円とするものであ

ります。

１７款寄附金につきましては、３４８万円を追加し、総額を３５１万円とするものであ

ります。１項同額であります。

１８款繰入金につきましては、１,０６９万５,０００円を追加し、総額を１,４７３万

５,０００円とするものであります。１項同額であります。

１９款繰越金につきましては、３,８２３万１,０００円を追加し、総額を８,８２３万

１,０００円とするものであります。１項同額であります。

２０款諸収入につきましては、５項雑入に３００万円を追加し、総額を１億４,６２０

万１,０００円とするものであります。

これによりまして、歳入合計１３０億９,１３８万９,０００円に９,０６０万４,０００

円を追加し、総額を１３１億８,１９９万３,０００円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

２款総務費につきましては、１項総務管理費に５,０１５万８,０００円追加し、総額を

３３億５,５５２万２,０００円とするものであります。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費に３,０３４万９,０００円追加し、総額を

２１億３４２万６,０００円とするものであります。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費に３４９万３,０００円を追加し、総額を

８億５,９７２万６,０００円とするものであります。
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５款労働費につきましては、４４０万２,０００円を追加し、総額を３,７８６万４,０

００円とするものであります。１項同額であります。

７款商工費につきましては、５０万円を追加し、総額を３億１,１９９万６,０００円と

するものであります。１項同額であります。

８款土木費につきましては、４項都市計画費の項内における執行科目の組みかえであり

まして、予算額の補正はございません。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費に５万円追加、７項保健体育費に１６５

万２,０００円追加し、総額を１０億９,２８１万円とするものであります。

これによりまして、歳出合計１３０億９,１３８万９,０００円に９,０６０万４,０００

円を追加し、総額を歳入歳出同額の１３１億８,１９９万３,０００円とするものでありま

す。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１総括を省略いたしまして、３、歳出から御説

明いたします。

８ページをお開き願います。

３、歳出。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、総務一般経費２１８万７,０００円の追加

につきましては、危機管理指導員１名の配置に伴う嘱託職員報酬及び報酬職分社会保険料

であります。

５目財産管理費、本庁舎管理事業３６７万５,０００円の追加につきましては、暖房用

真空ポンプ取りかえ工事３４１万円は、庁舎建設時から使用中の真空ポンプの不具合によ

り、蒸気ボイラーの運転停止状況が頻繁に発生していることから、取りかえを行うもので

あります。

備品購入費２６万５,０００円は、庁舎１階及び３階の貯蔵式ガス給湯器が使用不能と

なり、修繕に要する代替部品が相当の年数経過により入手困難なことから、新たに購入す

るものでございます。

６目企画費、企画一般経費４,０８０万円につきましては、株式会社フォーレストパー

クの民間株式取得にかわる出資金であります。

７目支所及び出張所費、白滝支所管理事業６万６,０００円につきましては、電力使用

状態のデータ取得及び利用にかかる手数料でありまして、電気使用体系のデータ集積及び

電力管理モニターによる監視により電気料金の節減を図るものであります。

１５目基金運営費、基金運営事業、３４３万円につきましては、指定寄附金９件による

まちづくり振興基金積立金の追加であります。

３款民生費１項社会福祉費３目高齢者福祉費、民間社会福祉施設整備事業２,８０５万

円につきましては、遠軽町社会福祉協議会が道の介護基盤緊急整備等特別対策事業費交付

金を活用して建設する小規模多機能型居宅介護施設建設事業補助金であります。財源は、

全額道補助金であります。
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５目社会福祉施設費、母子通園センター管理事業２２９万９,０００円につきまして

は、正職員１名減に伴う嘱託職員報酬、報酬職分社会保険料及び臨時職員賃金を追加する

ものであります。

４款衛生費１項保健衛生費３目予防費、健康診査事業２７４万３,０００円につきまし

ては、平成２１年度に引き続き実施する女性特有のがん検診推進事業でありまして、健診

対象者は、乳がん検診７６０人、子宮がん検診５７０人で、対象者の３０％の受診率を目

指しております。事務経費として、消耗品費１万円、乳がん、子宮がんにかかる検診委託

料２２１万８,０００円、クーポン券作成交付にかかる女性特有のがん検診推進事業業務

委託料５１万５,０００円を計上するものであります。

なお、国庫補助率は平成２１年度の全額補助から２分の１へ変更になっております。

４目環境衛生費、環境衛生一般経費７５万円につきましては、飲料水確保事業の補助金

でありまして、飲料水確保のためのボーリングにかかる経費に補助するものであり、丸瀬

布地域１件の申請により計上するものであります。

５款労働費１項労働諸費１目労働諸費、雇用対策事業４４０万２,０００円の追加につ

きましては、国の緊急雇用創出事業にかかる補助金の追加配分により、７月から観光案内

事業及び給与支払い報告書等電子化事業の２事業を実施するものであります。

臨時職員４名、延べ６００日の雇用創出を図る経費として、賃金職分社会保険料５０万

５,０００円、臨時職員賃金３３６万８,０００円、費用弁償４３万９,０００円及び消耗

品費９万円を計上するものであります。財源は全額道補助金であります。

７款商工費１項商工費４目観光費、観光協会助成事業及び地域イベント事業につきまし

ては、観光協会補助金に計上していた丸瀬布観光まつり補助金に対して、財団法人地域活

性化センターから３００万円の助成が決定したことにより、丸瀬布観光まつり実行委員会

に直接補助金として支出するため、観光協会補助金から丸瀬布観光まつり実行委員会補助

金へ５００万円を振りかえるものであります。

５目観光施設費、ふるさと公園管理事業５０万円の追加につきましては、木芸館開館２

０周年記念事業補助金でありまして、木芸館の管理委託を受けている丸瀬布林産協同組合

から記念事業にかかる経費助成の要請を受けて補助するものであります。

８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務費、地籍整備事業につきましては、地積調

査推進委員会委員の報酬を報償費に組みかえるものであります。

１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費、奨学資金貸付事業５万円につきまして

は、指定寄附金１件による奨学資金貸付基金繰出金の追加であります。

７項保健体育費１目保健体育総務費、保健体育一般経費１６５万２,０００円の追加に

つきましては、３月２１日の低気圧による強風により人工降雪装置機械室の外壁等が破損

したことに伴うロックバレースキー場維持補助金であります。

次に、歳入について御説明いたします。

６ページをお開き願います。
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２、歳入。

１４款国庫支出金２項国庫補助金５目衛生費国庫補助金１３７万１,０００円につきま

しては、女性特有のがん検診推進事業にかかる疾病予防対策事業費等補助金であります。

１５款道支出金２項道補助金２目民生費道補助金２,８０５万円につきましては、小規

模多機能型居宅介護施設居宅介護建設事業にかかる介護基盤緊急整備特別対策事業交付金

であります。４目労働費道補助金４４０万２,０００円につきましては、緊急雇用創出事

業補助金の追加であります。

３項委託金４目教育費委託金１３７万５,０００円につきましては、平成２１年度に引

き続き現教育相談員をスクールソーシャルワーカーとして活用し、事業を推進するもので

あります。なお、委託金は現教育相談員の報酬、社会保険料に充当されることから、歳出

予算の計上はございません。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金３４７万円の追加につきましては、まちづくり

振興資金として、岩見通北５丁目、木村充様から５万円、川崎市、太田秋広様から１０万

円、社会福祉振興資金として学田２丁目、岡本ちや様から５万円、福路２丁目、石ヶ森寅

藏様から５万円、西町３丁目、須田幸正様から１０万円、２条通北７丁目、宍戸忠光様か

ら５万円、豊里、田中勲様から２万円、奨学資金貸付資金として、南町１丁目、大島實様

から５万円、福祉・文化センター建設資金として、大通北７丁目、伊藤太一様から３００

万円。３目ふるさと納税寄附金１万円の追加につきましては、ふるさと振興資金として、

恵庭市、渋谷栄治様から１万円、指定寄附金がございましたので、寄附者の御意志に沿い

まして予算措置をしたところであります。

１８款繰入金１項基金繰入金２目まちづくり振興基金繰入金１,０６９万５,０００円に

つきましては、交通安全指導員制服購入にかかるまちづくり振興基金繰入金であります。

１９款繰越金１項繰越金１目繰越金につきましては、３,８２３万１,０００円の追加で

あります。

２０款諸収入５項雑入６目雑入３００万円につきましては、丸瀬布観光まつり実行委員

会補助金にかかる合併市町村住民組織活性化支援事業助成金であります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

２款総務費、８ページから９ページ。

山田議員。

説明がなかったので、ちょっとお聞きをしたいのですが、６目の○８番（山田和夫君）

企画費の出資金４,０８０万円、これはフォーレストパークの民間の出資金５,１００万円

ですから、２割カットで４,０８０万円ということなのかなというふうに思うのですが、

その２割カットした減少した理由についてお知らせいただきたい。
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加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

２割カットというよりは、出資金を今回フォーレストパーク○企画課長（加藤俊之君）

の決算で欠損金が生じておりますので、それで１億円を８,０００万円に減少したという

形になります。それを残った分の８,０００万円の分の民間出資金を町で買うということ

でございます。

以上です。

山田議員。○議長（前田篤秀君）

そうしますと、当然減資しているわけですから、遠軽町の持ち分○８番（山田和夫君）

４,９００万円も減資されているはずですよね。遠軽町４,９００万円出資して減資した分

の整理というのは、したらいつの議会で出くるのですか、減資分の数字というのは。

加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

予算上というよりは、共通減資ということで、出資金、民間○企画課長（加藤俊之君）

の分と町の分合わせて１億円分が２,０００万円減資したという形になってございますの

で、予算上はのってこないような形になっております。

山田議員。○議長（前田篤秀君）

したって、町は４,９００万円貸したって、その分２割カットし○８番（山田和夫君）

た分が町の財産から出るわけでしょう。その出た分を議会に示さないでいいのかい。

加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

決算のときに出資金の関係がのってまして、その関係で減資○企画課長（加藤俊之君）

になってくるような形になってきます。

山田議員。○議長（前田篤秀君）

ということは、来年の３月の決算期というのですか、そのときに○８番（山田和夫君）

その数字が出てくるということですか。

加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

今、山田議員が言われたことでございます。それで、議会の○企画課長（加藤俊之君）

議決の関係ですけれども、地方自治法上でいいますと、財産の関係で議会の議決が必要だ

というふうになってございますけれども、この今回の出資金の減資につきましては、町が

積極的に減資しているわけでないということで、会社のほうで欠損金が生じているという

ことの減資してございますので、議会の議決は必要ないということで解釈しておりますの

で、そういう面ではこちらにのってきませんけれども、最終的に決算状況の中で財産の形

で今持っていた減資の株券の分が少なくなるという形で報告はするという形になっていま

す。

以上です。

山田議員。○議長（前田篤秀君）

議会の議決は必要ないというのは、それは理解しますよ。理解は○８番（山田和夫君）

しますけれども、しかし、町が税金で４,９００万円出資しているわけですよ、投資して
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いるわけですよ。それが町民に知らされない中で減資をされると、税金がなくなるわけで

すから、消えるわけですから、その分２割分がですね。それが町民にも説明がない、議会

にもそれがきちんと説明が今までなかったということも含めて、町民に対しては、したら

どういうふうに説明をするのですか、町の説明責任はどこにあるのですか、したら。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ２時５６分 休憩

──────────────

午後 ２時５７分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

広井副町長。

議員の皆様方にはこれまでも経過について、それぞれ御説明申○副町長（広井澄夫君）

し上げてきているところではございますけれども、今、御指摘ございましたように、町民

のほうにもそれなりの時期にやはりきちっとしたお知らせをしなければならないというふ

うに考えてはおります。

ただ、今回の減資手続につきましては、５月の６日に登記といいますか、そちらのほう

を完了しておりまして、決算で申し上げれば２２年度の決算に出てくるという形になりま

す。ですから、その決算でのタイミングがよろしいのか、もっと別な形の中で広報等を通

じた形の中でお知らせするのがいいのか、ちょっと検討をさせていただいて、いずれにい

たしましても、広報もしくはホームページ等を通じた形の中でお知らせをしていくような

形で考えてまいりたいと思います。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ２時５８分 休憩

──────────────

午後 ３時００分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

そのほかに。

荒井議員。

今のフォーレストパークの関係なのですけれども、町が民間の○１３番（荒井範明君）

株を買って１００％の子会社にして、これから運営していくということなのですけれど

も、その場合に、これ委員会でも聞いたのですけれども、もう少し詳しくお話をいただき

たいのですが、リフトを運行すれば、いわゆる索道技術管理者が必要ですね。現在はその

上のポスト、安全統括管理者というのが必要なのですけれども、これは常勤の人間で会社

の人事と予算に権限があることということになってますね。そういった場合に、町が１０

０％の子会社にする場合に、この安全統括管理者というのは人事も予算も権限があるわけ

ですから、取締役に就任してなければならないというふうに私は解釈しているのですけれ

ども、その辺を確認できますか。
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加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

御質問にお答えしたいと思います。○企画課長（加藤俊之君）

現在、安全統括管理者をやっていただいているのは支配人でございます。今回役員がか

わりまして、この安全統括管理者の資格を取得するまでには４シーズン、４年間スキー場

としての経営に参画していなければならないというのがありますので、そんな形で当面事

務局のほうには今の支配人を置くというふうな形で報告してございますので、その中で対

応していきたいというふうに考えております。

荒井議員。○議長（前田篤秀君）

ですから、この支配人という、名前だけでの支配人ではなくて○１３番（荒井範明君）

支配人登録をするか、取締役に就任してなければならないのではないかということなので

す。それを確認したいのです。名前だけの支配人でないのですよ。質問の意味わかります

ね、確認させてください。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ３時０３分 休憩

──────────────

午後 ３時０４分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

加藤企画課長。

確認いたしまして、後日返答いたしたいと思います。○企画課長（加藤俊之君）

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款民生費、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款衛生費、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

阿部議員。

１３ページの予防費の委託料なのですけれども、女性特有がん○１４番（阿部君枝君）

検診推進事業委託料、これ国のほうでは５０％といっておりますのに、５０％の委託料の

計上というのはなく３０％になっている根拠というか、その辺を聞かせていただきたいと

思います。

岡村保健福祉課長。○議長（前田篤秀君）

委託料でございますけれども、委託料が５０％というこ○保健福祉課長（岡村 宏君）

とではございません。国のほうで昨年、受診率の計画につきましては国が補助事業に対す

る費用を把握するため５０％で積算してくださいということで、遠軽町においても５０％

で設定したという事実がございます。

ことしの受診率の予想でございますけれども、一応３０％で想定をさせていただきまし

た。この３０％というのが昨年度の実績が乳がん、子宮がんともに１９.８、１８.７、２
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０％を若干下回る数字でございましたので、それを上回る数字まで引き上げたいという願

望もございます。それに伴いましていろいろ誘導するような買い物ツアーですとか、いろ

いろな企画をして受診率を上げようというふうに考えておりますので、御理解を賜りたい

と思います。

阿部議員。○議長（前田篤秀君）

わかりました。詳しくは明日質問させていただきます。○１４番（阿部君枝君）

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

５款労働費、１４ページから１５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

７款商工費、１６ページから１７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款土木費、１８ページから１９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款教育費、２０ページから２３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１４款国庫支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

１５款道支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１７款寄附金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１８款繰入金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１９款繰越金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

２０款諸収入、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

これより、議案第１８号平成２２年度遠軽町一般会計補正予算（第３号）を採決いたし

ます。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。
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────────────────────────────────────

◎日程第３３ 認定第１号

日程第３３ 認定第１号平成２１年度網走支庁管内町村交通災害○議長（前田篤秀君）

共済組合一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

認定第１号平成２１年度網走支庁管内町村交通災害共○住民生活課長（渡辺喜代則君）

済組合一般会計歳入歳出決算認定についてを説明いたします。

平成２２年３月３１日をもって解散しました網走支庁管内町村交通災害共済組合の一般

会計歳入歳出決算については、地方自治法施行令第５条第３項の規定により、構成団体が

その事務を継承することから、さきの４月２１日に本町の監査委員によります会計監査を

受けておりますので、その審査意見書を添えて議会の承認を受けるものであります。

別紙、決算書の２ページをお開き願いたいと思います。

歳入総額は４,３４２万９,７２７円で、歳出総額は４,３４２万１,０７５円でありまし

て、歳入歳出差引残額は８,６５２円ですが、この残額は公平委員会会計に繰り越し処理

し、実質収支額はゼロ円であります。

以上で説明を終わります。

これより、質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、認定第１号平成２１年度網走支庁管内町村交通災害共済組合一般会計歳入歳

出決算認定についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり認定することに決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

お諮りします。○議長（前田篤秀君）

本日の会議は、これをもって延会したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本日は、これをもって延会とすることに決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決
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本日は、これをもって延会といたします。○議長（前田篤秀君）

午後 ３時１０分 延会




